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一
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年
十
年
十
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虚
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一
月
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大
正
十
二
年
七
月
廿
七
日
第
三
韓
郵
便
物
認
可

大
正
十
二
年
十
一
月
三
十
日
印
刷
納
本

画晶一一Ⅱ■■'■■一一
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山 ごスキー
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第三・．１－二論

札幌山ごスキーの含壷行

一

里写

Ｉ

Ｌ

■ロ■■■■■■■園■■

一Ｔ

番 二一七四川石小話電

番七二一六京束替振

一’二患大
正
十
二
年
十
二
月
一
日
壷
行

三第
一十三

靴一零スご靴山登

穂
郵
便
物
認
可

叩
御
刷
納
誌

Ｊ）昼

誰
Ｌ
Ｘ

，.’日月

溌一

唾

山
ご
ス
キ
Ｉ
第
三
十
一
一
鋭
本
縦
に
限
り
定
便
金
六
拾
鏡



『
＃

iＷ

＝甲Ｐ

、一一Ｆ＝一己画

Ａ

r百

エ

一℃と今ガアアモ~＝●一皿一■－－少

望‘
一一Ｐ一三一コ

賢二窪~異一一
へ

２

＝

竜さ

１
《
前
金
御
申
込
か
、
現
金
で
な
け
れ
ば
お
渡
害
し
ぃ
龍

&三塁

iＩ

毎一旬

一一塁 辱き遇
一一一Ｊ琶堂

変
則

敦

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
の
み
に
つ
い
て
の
文
献
は
本
邦
に
於
て
は

勿
論
賦
洲
に
於
て
も
、
そ
の
類
潅
見
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ジ
ャ

ム
ピ
ン
グ
競
技
が
旺
な
ら
ん
と
す
る
現
今
此
の
一
書
な
播
か
れ
以
て

御
研
讃
に
賛
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

匿
田
戸
七
郎
箸

ｘ
鋸
Ｉ
ジ
ヤ
ム
ピ
ン
ゲ

次目説二十三第

十
二
月
中
旬
出
来

定
憤
未
定

四
・
六
版
一
六
○
頁
銅
版
五
菜
凸
版
拾
敷
莱

護
行
所
鯉
ご
ス
キ
ー
の
含

固■■回■種■■■■■画■■■ロロロ

事

Ｂ
一
三
回

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
用
斜
面
の
研
究

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
練
習
法

ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
封
す
る
一
考
察

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走

北
大
ス
キ
ー
部
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定

莱
報
抄
録鳶
量

ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
ィ
ン
グ

傾
斜
而
の
計
り
方

ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
於
け
る
地
形

司ス
ラ
ロ
ー
ム
説
明
悶

附
録

不
倒
ジ
ャ
ム
プ
距
離
探
鮎
表

行刷行刷斌大
正
十
二
年
十
二
月
溌
行

一一ー

稲岡緒庚

や●唖

’１

し
ま
せ
ん
。

誇
御
送
金
は
な
る
べ
く
振
特
に
て
お
願
致
し
ま
す
。

器
六
冊
分
前
金
挑
込
の
方
に
は
鐘
料
を
頂
き
ま
せ
ん

器
前
金
の
切
れ
れ
時
に
は
鐙
後
の
分
の
包
装
に
そ
の

旨
記
し
ま
す
０
次
の
御
送
金
あ
る
ま
で
配
本
を
見

合
せ
ま
す
。

器
本
誌
は
瞥
利
的
の
刊
行
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ｏ
紹

介
、
縁
故
の
有
無
雁
か
Ｌ
は
ら
ず
雑
誌
の
代
価
は

田
戸
七

方
直

村
源
太

積

頂
き
ま
す
。

大
正
十
二
年
十
一
月
三
十
日
印
刷

大
正
十
二
年
十
二
月
一
日
溌
行

（
毎
月
一
回
一
日
装
行
）

壷印謹印編

定
債
金
曇
拾
錐

振
替
口
座
爪
簿
八
四
九
五
番

札
幌
市
南
一
樵
西
四
丁
日

斑
捌
所
札
幌
堂
書
房

公一

り

赤
松

所札所札者兼識
幌幌

山班札班長猫耶光郎

一
像
西
二
丁
目

幌
印
刷
株
式
含
祉

六
像
西
六
丁
目

ざ
ス
キ
ー
の
金
国

電
話
一
一
一
一
一
三
番
、
六
三
八
番

据
替
爪
樋
‐
八
八
○
肌
庵
１
１

ｒ声、／ﾛ、／~、／~、／~、〆員、

囲茜毒西八二二
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雪
は
一
日
一
日
ご
近
づ
い
て
参
り
ま
す
．

ス
キ
ー
の
御
用
意
は
是
非
常
店
へ

一
特
約
店
募
集
一

ﾗ室圭拘Ｆ高き茎ﾘｉ毒

肺帰囲

◇ ◇
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開三
く 角○○
ｏＩｌｌ日日．－
の
北ス禰衿漁羊中約手天札朝手榊札北手手手芦ムダ羊
大キ狩塞舟蹄ｌｌＩ－禰狗幌里備前樽大稲猫稲別イ張蹄
ス１．届別、’１１峠週１１１岳岳岳１１１岳中ス１１１山山岳ネ岳llI
キ部、岳塞へ，間、、、、、等キ、、／-、、シ、
’ス大沼ア余青砥奥空白漁皐１奥奥奥十リ
ジキ４１i：岳イ市１１１石手沼井．i'蒔校部手手手勝岳
ャｌＩｌＩス.儒温’１１稲岳癖、ス大稲禰稲岳
ン納テ泉．届、空キ含岳･岳岳
ピ倉クに手沼Ｉ，、‐ノ
ーて稲‘岳競三ン

グツ合１１」技段
上ク宿大川
緋を倉ノレ

にや？な．
於、-／す
て

月
初
旬

可

落
扇
葺
鴬
雲
弓
・
ｉ
ｌ
－
さ
．
一
一
『
函
型
Ⅱ
１
１
吉
・
『
｛
）
一
｝

（
－
．
１
１
１
１
一
一
｛
）
・
唖
唆
｝
”
琴
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
》
｛
一
・
『
，
一
一

一
《
１
層
堂
零
章
Ⅲ
Ｉ
弓
認

弓
．
（
』
．
一
｛
・
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
パ
ァ
さ
し
、
黙
．
Ｈ
・
・
壱
．
》
１
．
．
局
．
蕊

を
三
名
の
審
判
員
と
な
す
も
の
で
あ
る
。

表
中
．
…
…
：
。
…
…
の
部
分
に
は
、
通
常
事
項
を
審
き
加
へ
る
の
で
あ

『
ゐ
Ｏ

目
三
二
一
）
（
喜
一
三
一
・
芦
・
盲
．
に
は
ジ
ャ
ム
プ
距
離
の
紬
数
を
記
入
し
、
〕
［
（
』
曽
一
鋲

に
は
、
ス
タ
イ
ル
と
ジ
ャ
ム
プ
距
離
と
の
平
均
即
ち
競
技
総
数
を
表

は
し
、
』
）
一
泥
一
・
（
三
）
は
距
離
の
米
数
で
あ
る
。

嵩
菖
言
う
．
ｅ
農
①
言
・
言
三
一
）
の
数
字
は
、
三
川
の
ジ
ャ
ム
ブ
の
競
技

黙
数
の
細
平
均
で
あ
る
。
而
し
て
決
定
成
絞
黙
は
、
総
平
均
鮎
の
和

花
群
判
者
数
に
て
除
し
て
求
む
る
も
の
で
あ
る
。
．

而
し
て
こ
の
結
果
よ
り
兄
る
に
、
三
名
の
群
判
風
の
記
入
す
る
と

こ
ろ
の
距
離
の
鮎
数
並
び
に
米
数
は
一
定
し
て
居
る
が
、
ス
タ
イ
ル

を
探
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斯
様
な
結
果
に
な
っ
て
来
て
居
る
の

で
あ
る
０

菜
報
抄
錐

北
海
道
一
帝
国
大
豊
文
武
倉
ス
キ
ー
部

第
一
二
シ
Ｉ
ズ
ン
の
計
益
（
一
九
二
一
一
丁
一
九
一
一
四
）

二
月
下
旬
青
山
淵
泉
に
て
一
○
Ⅱ
間
合
宿
を
な
す
、

積
丹
、
余
別
岳

目
剛
内
編
、
需
迩
将

］

k･鯉生のクロツスカン

尚
二
月
中
旬
に

レ
コ
ー
ド
倉
を

一
月
一
三
日

二
○
日

二
七
日

二
月
三
日
九
日
’

一
○
脚

し
１

６
フ
ー
’

一
七
日

二
四
，

三
戸
〃
三
日

三
月
下
旬

四
月
中
旬

四
月
初
旬

１４１
▲４

、
ノｉング(ノルヱリ スキ

8９



郎

凸

１
１

私
は
此
虚
に
便
宜
上
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
考
究
を
次
の
如
く
分

っ
て
論
述
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

第
一
節
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
選
探

第
二
節
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
加
工
及
び
シ
ャ
ン
ッ
テ
ー
の
建
設

第
三
節
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
の
雲
蜜
状
況
ざ
其
修
理

第
一
節
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
選
探

ジ
ャ
ム
プ
用
斜
面
を
加
工
し
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
建
設
し
、
そ
し
て

充
分
な
る
練
習
を
稜
み
、
確
蛮
な
る
ジ
ャ
ム
プ
術
を
樋
め
ん
と
す
る

に
は
，
正
し
い
諜
術
智
識
を
も
っ
て
、
ジ
ャ
ム
ブ
川
斜
而
の
選
搾
に

常
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
然
は
無
限
に
吾
々
に
傾
斜
地
を
暖
供
し
て
居
る
。
そ
し
て
蕃
々

は
自
己
の
有
す
る
技
能
の
あ
り
っ
た
け
を
綾
擁
し
て
・
心
ゆ
く
ば
か

り
淵
走
を
試
む
ろ
こ
さ
が
出
来
る
。
夫
れ
は
木
欝
に
自
由
な
洲
降
で

あ
る
。
之
に
反
し
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
は
、
一
つ
の
限
ら
れ
た
シ

ャ
ン
ツ
ェ
の
巾
丈
に
於
て
上
下
の
滑
走
を
な
す
こ
と
の
出
来
る
も
の

で
あ
る
。
即
ち

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
は
、
一
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
す
シ
ャ
ン

ツ
ェ
が
必
ず
存
在
し
て
勝
る
。
而
し
て
そ
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
、
自
然

一
一
口

の
艦
の
場
合
で
は
、
土
塊
、
樹
木
の
倒
れ
た
も
の
な
『
」
に
雪
が
被
ひ

と
な
っ
て
出
来
て
勝
り
、
材
料
の
加
何
を
間
は
十
人
工
的
に
手
を
入

れ
て
之
を
作
り
上
げ
た
時
、
そ
こ
に
始
め
て
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
の

人
工
的
の
現
出
を
兄
る
の
で
あ
る
。
兎
に
角
こ
の
雨
審
何
れ
の
場
合

○
本
変
的
躯
坂

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
川
斜
而
と
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
を
な
す

・
シ
ャ
。
一
ツ
ー

偏
に
設
け
ら
れ
た
る
，
飛
縦
聖
を
右
す
る
丘
を
脈
す
る
も
の
に
し
て

そ
の
部
分
々
々
を
腿
捌
し
て
次
の
如
き
名
稚
を
典
へ
て
居
る
、

了
ゾ
回
Ｉ
チ
・
ン
ヤ
ン
ッ
エ
フ
ノ
イ
ト
ノ
ニ
デ
ン
グ
グ
弓
ウ
・
学
ド
γ
ウ
ト
う
・
学

駈
け
出
し
、
飛
躍
盛
、
塞
中
、
藩
陸
斜
而
、
間
外
。

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
出
従
紬
よ
り
シ
ャ
ン
ツ
ェ
ま
で
の
滑
走
路
を

蕪
す
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
斜
而
の
延
長
三
○
米
、
妓
倣
斜
部
二
○

皮
前
後
を
右
す
る
も
の
を
ノ
ル
マ
ル
の
も
の
と
せ
ら
れ
て
居
る
。

而
し
て
こ
の
上
方
部
は
、
斜
面
が
急
で
且
つ
通
常
の
速
度
を
出
し

得
る
丈
の
充
分
の
距
離
が
あ
り
、
斜
面
に
甚
し
き
凹
凸
の
な
い
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
下
方
部
は
、
非
常
に
大
切
な
部
分
で
、

．
羽

ユ
キ

こ
の
範
脳
で
は
絶
掛
に
州
ぐ
」
か
、
土
塊
の
堆
稚
し
た
も
の
と
か
、
罫

。
ｐ塊
と
か
と
云
っ
た
様
な
、
少
し
で
も
体
に
動
揺
を
師
〈
へ
る
原
因
と
な

る
べ
き
個
所
が
あ
っ
て
は
、
進
だ
危
険
で
あ
る
か
ら
、
障
碍
の
な
い

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
用
斜
面
の
研
究

に
せ
よ
．
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
は
、
限
ら
れ
た
ろ
巾
丈
の
コ
ー
ス

に
於
て
の
み
、
自
由
な
滑
走
を
な
す
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
、
木
賃

的
に
一
つ
の
限
定
を
右
す
る
も
の
で
あ
る
。

普
通
の
練
奮
川
の
目
的
の
篤
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
な
ら
、
自
然

の
斜
而
を
そ
の
ま
上
選
定
し
て
、
利
爪
す
る
こ
と
も
制
合
に
容
易
に

出
来
る
が
、
特
別
の
場
合
即
ち
競
技
の
同
的
に
使
川
せ
ん
ざ
す
る
場

合
に
は
、
自
然
の
斜
面
の
侭
で
、
軍
に
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
み
を
術
へ
つ

け
て
目
的
に
添
へ
様
と
す
る
こ
と
は
、
殆
ん
ど
不
可
能
と
云
っ
て
差

支
へ
な
い
。

吾
々
が
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
を
選
樺
す
る
に
儲
っ
て
は
、
大
体
次

の
様
な
事
柄
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

斜
而
の
地
形
的
愛
化
と
斜
面
の
向
き
、
斜
而
雪
質
と
の
開
係
、

凡
そ
垂
員
が
、
或
一
つ
の
丘
に
出
曾
し
た
場
合
に
、
そ
の
傾
斜
角

度
を
判
定
す
る
に
贈
り
、
大
抵
自
然
の
右
す
る
傾
斜
以
上
に
評
慨
し

勝
の
も
の
で
あ
る
。
除
程
ス
キ
ー
を
乗
り
歩
い
た
人
で
す
ら
、
正
三

○
度
の
傾
斜
を
見
て
四
五
度
乃
至
は
六
○
度
位
の
事
を
よ
く
云
ふ
の

を
聞
く
こ
と
が
あ
る
．
是
は
全
く
あ
り
ふ
れ
た
出
来
事
で
決
し
て
珍

ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

夫
れ
故
需
々
は
術
に
角
度
に
鋤
す
る
正
し
い
概
念
と
将
識
と
を
も

っ
て
・
斜
而
の
選
捧
を
隠
す
必
要
が
あ
る
。

斜
而
を
睡
測
に
よ
っ
て
進
鐸
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
ク
リ
ノ

様
な
場
所
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
ソ
ャ
ン
ヅ
エ

飛
躍
蕊
と
は
斜
面
の
迩
群
、
の
愛
化
の
個
所
に
設
け
ら
る
上
も
の
に

し
て
．
ラ
ン
ナ
ァ
は
こ
の
上
方
斜
而
よ
り
滑
走
し
て
来
て
、
こ
の
整

端
よ
り
離
れ
て
潅
中
に
飛
揚
す
る
の
で
あ
る
。

聖
端
を
離
れ
て
藩
陸
斜
而
に
達
す
る
ま
で
の
逝
程
を
推
巾
飛
揚
と

呼
ん
で
居
る
。

許
陸
斜
而
さ
は
、
ラ
ン
ナ
ァ
の
蒜
陸
す
る
斜
而
を
稲
す
る
も
の
で
、

通
常
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
端
を
曲
線
の
始
め
と
し
て
一
一
一
○
度
前
後
の
傾

斜
を
淘
す
る
緩
い
コ
ン
ヴ
ェ
ッ
ク
ス
の
力
、
Ｉ
ヴ
を
も
つ
、
四
○
米
前

後
の
距
離
の
も
の
を
良
し
い
も
の
一
こ
せ
ら
れ
て
居
る
。

粁
陸
斜
面
と
平
地
と
の
接
紺
鮎
附
近
に
設
く
る
境
界
線
を
間
外
線

『
こ
な
し
、
間
外
線
よ
り
平
地
に
向
っ
て
間
外
さ
秘
す
。
ラ
ン
ナ
ァ
は

悶
外
に
ま
で
滑
走
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
不
倒
の
ジ
ャ
ム
プ
を
完
全

に
終
っ
た
一
二
）
に
な
る
の
で
あ
る
。

匿
田
戸
化
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そ
の
内
の
一
本
を
さ
り
、

こ
の
場
合
杖
の
一
方
の
端

一ﾆｰｲ

メ
ー
タ
ー
ざ
か
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
の
力
に
侯
っ
て
篇
す
よ
り
外
に
方

法
は
あ
る
ま
い
。
此
庭
に
私
は
自
分
の
継
慰
に
よ
っ
て
難
も
邸
簡
で

削
合
に
正
確
な
値
ぞ
知
る
こ
と
の
出
来
る
三
本
の
杖
に
よ
る
斜
而
の

測
り
方
を
記
し
て
兄
や
う
。

先
づ
吾
々
は
三
本
の
杖
を
用
意
し
て
、

今
測
ら
ん
言
す
る
斜
而
と
牢
行
に
置
く
、

云
は
ざ
る
を
得
ぬ
。

練
習
川
な
る
が
故
に
、
不
完
全
の
も
の
で
宜
し
い
と
云
ふ
事
は
、

何
等
理
山
と
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
練
智
川
の
も
の
な
る
が
故
に
、

却
っ
て
精
細
な
選
擢
を
施
す
必
要
が
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

若
し
も
練
雷
用
の
斜
面
に
莫
大
な
経
後
を
投
じ
て
、
而
も
綴
満
的
に

何
等
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
加
工
、
建
設
が
行
は
る
上
も
の
宣
す
れ

ば
、
夫
は
何
等
論
述
の
必
要
を
認
め
な
い
。
自
然
の
斜
而
を
出
来
る

丈
利
川
し
て
、
簡
暇
な
手
間
で
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
取
つ
け
、
十
分
に

練
智
の
目
的
を
途
せ
ん
と
す
る
が
故
に
，
大
い
に
考
究
す
る
必
要
を

認
め
、
叉
研
究
の
償
値
も
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。
森
々
は
何
庭
ま

で
も
、
蒋
奇
の
頭
を
一
つ
の
一
定
せ
る
機
械
の
型
に
よ
っ
て
何
百
何

千
言
，
同
働
的
に
出
来
て
く
る
魂
の
な
い
品
物
の
様
な
も
の
に
し
た

く
な
い
。

規
模
の
大
小
に
よ
ら
ず
、
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
を
選
撰
す
る
に
富

っ
て
加
常
な
諜
術
智
識
を
以
て
婦
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
私
は
繰
返

し
て
述
べ
て
瞳
く
。

儀
際
具
体
的
に
斜
面
の
選
擦
に
行
っ
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
需
陸
斜

而
の
伽
斜
よ
り
急
過
ぎ
た
り
、
反
劉
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
伽
斜
が
荘
だ

し
く
綾
に
而
も
煙
い
の
に
、
藩
雌
斜
面
が
急
過
ぎ
て
短
過
ぎ
る
錫
合

と
か
、
本
地
奇
』
薪
雌
斜
而
の
紬
き
工
合
が
目
茶
に
獲
り
す
ぎ
て
居
る

と
か
。
訓
へ
向
き
の
練
習
朔
斜
而
で
は
あ
る
が
、
斜
而
が
南
向
き
で
あ
る

の
リ
ン
グ
の
部
分
花
半
ば
乃
至
は
全
部
を
（
雲
中
に
埋
め
て
も
埋
め

な
く
ざ
も
）
都
合
の
よ
い
様
に
斜
而
に
澄
く
、
そ
し
て
次
に
節
二
の

杖
を
さ
り
て
節
一
の
杖
の
あ
る
黙
を
き
め
て
之
に
直
角
に
立
て
る
。

そ
れ
か
ら
第
一
一
一
の
杖
を
と
っ
て
．
そ
の
一
方
の
端
を
前
の
二
本
の
杖

の
交
紬
の
と
こ
ろ
で
、
水
平
に
雲
の
中
に
半
分
兼
し
込
む
、
勿
論
リ

ン
グ
の
な
い
方
の
端
を
差
し
込
む
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
第
三
の

杖
の
雲
の
外
に
出
て
居
る
方
の
半
分
と
、
第
一
の
杖
と
の
な
す
角
度

を
知
る
こ
と
が
洲
来
る
。

次
に
私
は
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
選
操
を
、
練
奮
用
の
場
合
と
、

競
技
用
の
場
合
と
の
二
つ
の
方
而
か
ら
ず
考
へ
て
見
る
。

練
習
用
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
の
選
捧

競
技
用
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
の
遥
拝

練
習
川
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
迩
操

練
習
川
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
は
‐
競
技
爪
の
夫
れ
の
如
く
些
細

な
紬
ま
で
考
慮
し
て
、
人
工
的
に
多
額
の
設
川
を
投
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ

様
な
斜
而
を
蓮
樺
す
る
こ
と
は
、
可
成
り
老
へ
も
の
で
あ
る
。

跳
住
の
老
ヘ
ト
ト
よ
れ
ば
、
緋
智
川
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
は
如
何

な
る
言
こ
ろ
で
も
、
兎
に
角
ス
コ
ッ
プ
一
挺
で
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
作
る

こ
と
の
出
来
る
程
度
の
斜
而
な
ら
、
差
支
へ
な
い
、
十
分
な
も
の
と

し
て
、
斜
而
の
全
的
な
連
綿
な
ど
上
云
ふ
事
は
、
全
く
順
み
ら
れ
て

居
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
些
細
な
事
乍
ら
、
こ
の
漠
然
た
る
ジ
ャ

ム
プ
斜
而
に
閥
す
る
先
入
的
見
解
は
、
大
い
に
誤
ら
れ
た
る
も
の
と

略

－
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－
ヴ
の
始
め
と
し
て
緩
い
コ
ン
ヴ
ェ
ッ
ク
．
ス
ヵ
ー
ヴ
を
も
つ
も
の
を

撰
ぶ
が
よ
い
。
然
し
之
は
仲
々
得
難
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
よ
く
吾

々
が
普
通
に
出
含
は
す
直
線
的
の
斜
而
で
も
差
支
へ
な
い
。

尚
練
習
を
梁
に
す
る
篇
に
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
一
へ
一
反
封
側
に
小
さ

い
乍
ら
一
つ
の
斜
而
が
あ
れ
ば
よ
い
、
夫
れ
は
一
度
ジ
ャ
ム
プ
を
や

っ
て
著
陸
後
に
若
陸
の
滑
走
ス
ピ
ー
ド
を
以
て
、
反
勤
側
の
斜
面
に

滑
り
上
り
、
滑
走
静
止
後
再
び
も
と
の
斜
而
に
戻
っ
て
滑
走
し
て
、

多
少
な
り
と
も
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
を
篭
る
徒
勢
を
減
ず
る
一
手
段

と
す
る
こ
さ
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
斜
面
の
向
き
と
、
雪
質
の
開
係
に
つ
い
て
、
多
少
考
慮
を
盤

す
必
要
が
あ
る
、
尤
も
之
は
競
技
用
の
場
合
の
如
く
同
定
的
の
も
の

に
於
て
非
常
に
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
練
智
用
の
場
合
は
、

如
何
な
る
方
向
に
成
る
べ
く
撰
ん
だ
な
ら
宜
し
い
か
、
｜
へ
）
云
ふ
こ
と

を
心
得
て
居
る
丈
で
た
く
さ
ん
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ま
で
の
考
へ
に
ょ

れ
ば
北
向
き
か
北
西
、
乃
至
は
西
向
き
の
斜
而
が
よ
ろ
し
い
と
し
て

あ
る
。

兎
に
角
午
前
と
午
後
で
雪
質
に
非
常
な
愛
化
を
束
す
様
な
こ
さ
で
は

危
険
が
作
ひ
易
い
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

○
競
技
用
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
選
探

椛
威
あ
る
競
技
を
主
眼
ざ
す
る
場
合
、
即
ち
砿
確
な
記
録
を
得
て
、

ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
そ
の
も
の
の
完
成
を
理
獅
堂
）
す
る
場
合
に
於
て
、
競

技
用
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
は
、
原
則
と
し
て
固
定
的
の
も
の
で
な
け

ら
な
い
。
斜
而
の
愛
化
の
甚
だ
多
い
さ
こ
ろ
と
か
、
一
様
の
過
急
の

斜
而
と
か
、
雲
礎
の
愛
化
の
多
い
と
こ
ろ
さ
か
、
風
害
の
繁
し
い
と

こ
ろ
さ
か
、
斜
而
の
長
さ
、
巾
に
除
稀
の
な
い
様
な
と
こ
ろ
を
，
問

進
的
な
、
競
技
用
斜
而
さ
し
て
選
ぶ
こ
と
は
い
か
な
い
。

叉
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
、
般
も
太
陽
の
投
射
の
僻
間
の
多
い

南
向
き
の
斜
而
は
、
雰
猛
が
常
に
ひ
ど
く
鍵
り
通
し
で
あ
る
か
ら
、

ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
面
さ
し
て
選
ぶ
に
は
不
適
常
で
あ
る
。
殊
に
筑
柵
、

磐
温
の
高
い
融
馨
地
力
に
於
て
は
、
東
向
き
、
南
向
き
の
斜
而
を
選

ぶ
こ
さ
は
絶
封
に
禁
物
で
あ
る
。
か
か
る
欠
鮎
を
補
ふ
て
充
分
な
る

も
の
は
、
北
向
き
、
西
向
き
で
あ
る
。
裸
の
斜
面
で
西
向
き
で
あ
る

と
，
午
後
に
入
る
と
日
光
が
強
く
滞
る
か
ら
多
少
考
へ
ね
ば
な
る
ま

い
。
要
す
る
に
刻
々
的
に
荘
だ
し
い
雪
質
の
愛
化
の
起
ら
ぬ
斜
而
這

云
へ
ば
北
向
き
斜
而
で
あ
ら
う
。

叉
競
技
川
の
場
合
で
は
、
競
技
の
祁
聖
の
意
味
に
於
て
、
加
常
附

近
の
気
分
も
考
へ
て
、
そ
の
選
搾
な
り
、
建
設
、
加
工
な
り
に
蒋
手

せ
ね
ば
な
ら
な
い
ご
老
へ
る
。

次
に
地
形
の
問
題
で
あ
る
が
、
之
は
導
門
家
の
手
に
よ
っ
て
地
憧

畢
的
方
而
か
ら
精
細
に
調
査
し
て
、
決
定
す
れ
ば
申
分
な
い
こ
と
で

あ
る
が
、
先
ず
普
通
に
は
、
夫
程
に
専
門
化
し
て
考
究
せ
す
と
も
、

大
低
州
識
的
の
判
段
に
よ
っ
て
、
加
工
に
勝
っ
て
の
難
易
を
決
定
す

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

』
Ⅲ

れ
ば
な
る
ま
い
。
・

固
定
的
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
と
し
て
の
、
完
成
せ
る
も
の
を
、
吾

々
は
、
自
然
の
地
形
に
於
て
い
き
な
り
得
る
事
は
、
到
底
不
可
能
の

こ
と
で
あ
る
。
此
黙
に
於
て
競
技
川
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
は
，
規
模

の
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
人
工
的
の
加
工
を
前
提
と
し
て
、
選
樺
に
鴬

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
練
雷
用
の
も
の
一
へ
）
、
大
き
い
経
程
を
見
出

す
所
似
で
あ
る
。

勿
論
競
技
川
の
斜
而
の
選
樺
に
総
つ
て
は
、
練
脅
川
の
場
合
に
留

意
す
べ
き
各
項
の
事
柄
を
、
十
分
知
悉
す
べ
き
は
論
を
挨
た
な
い
。

競
技
川
の
場
合
に
於
て
は
、
目
算
の
み
に
よ
る
傾
斜
角
の
大
体
の

読
み
に
よ
っ
て
選
探
を
遂
け
様
一
こ
す
る
こ
と
は
宜
し
く
な
い
。
こ
れ

は
加
工
に
鴬
っ
て
大
な
る
誤
り
を
招
じ
易
い
か
ら
で
あ
る
。
可
成
り

張
唯
な
ス
タ
デ
ー
ノ
測
斌
な
号
）
に
よ
っ
て
作
り
得
た
測
量
岡
の
上
で
、

理
想
と
す
る
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
の
加
工
を
終
っ
て
も
、
仲
々
一
皮

で
廿
く
行
く
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

競
技
川
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
斜
而
は
、
加
工
を
前
提
一
こ
し
て
居
る
か

ら
．
出
来
る
聯
な
ら
．
加
工
に
便
利
な
、
即
ち
自
分
等
の
作
ら
ぅ
さ

す
る
斜
而
に
成
る
丈
近
い
値
を
、
斜
而
の
各
部
分
に
於
て
も
つ
様
に

蓮
樺
す
る
こ
さ
が
、
喪
し
い
方
法
で
あ
ら
う
。
尤
も
加
工
謹
賀
、
時

日
等
に
全
く
唾
誇
な
く
選
撰
さ
る
る
場
合
な
ら
論
外
の
事
で
あ
る
。

然
し
選
探
の
節
一
要
素
を
な
す
べ
き
、
斜
而
の
向
き
と
雪
質
と
の
開

係
は
全
く
、
か
か
る
問
題
を
超
越
し
て
重
要
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

叉
外
国
で
よ
く
見
る
様
に
、
森
林
地
帯
に
、
斜
面
を
蓮
操
す
る
こ

さ
は
、
非
術
に
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
忠
ふ
。

競
技
川
斜
而
さ
し
て
の
皿
（
休
的
の
も
の
に
つ
い
て
説
け
ば
、
北
向

き
の
斜
而
で
、
全
長
七
○
米
以
ｋ
で
、
飛
躍
レ
コ
ー
ド
さ
し
て
、
岐

小
限
二
○
米
を
作
り
得
ら
る
る
様
な
と
こ
ろ
が
よ
ろ
し
い
。

夫
れ
に
は
ア
プ
ロ
ー
チ
の
長
さ
四
○
米
以
上
に
し
て
、
最
伽
斜
部

二
○
度
着
陸
斜
面
は
全
長
四
○
米
以
上
八
○
米
以
下
位
で
岐
倣
斜
部

三
○
度
前
後
の
コ
ン
ヴ
エ
ッ
ク
ス
斜
而
で
、
平
地
と
の
接
紬
鮎
は
四
、

五
度
位
あ
っ
て
、
非
椎
に
自
然
の
滑
走
を
純
縦
し
て
平
地
で
梁
に
終

り
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
を
完
成
す
る
事
が
出
来
る
程
度
の
も
の
が
欲
し
い

こ
ん
な
斜
而
が
自
然
の
土
地
に
見
出
し
得
た
ら
、
斜
面
童
し
て
は

申
分
な
い
も
の
で
あ
る
。
何
『
こ
な
れ
ば
之
を
競
技
用
斜
而
一
こ
し
て
整

っ
た
も
の
に
加
工
す
る
こ
と
が
非
常
に
零
易
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
の
ぞ
ん
で
特
に
附
加
え
て
造
き
た
い
こ
と
は
，
兼
陸
斜
而

は
絶
謝
に
コ
ン
ク
ー
ヴ
の
も
の
で
な
い
こ
と
。

尼
根
で
な
い
様
な
さ
こ
ろ
た
る
こ
と
。

平
地
と
の
愛
り
側
は
肢
も
自
然
的
の
継
綿
で
、
一
○
度
前
後
の
も

の
が
よ
ろ
し
い
。

術
ジ
ャ
ム
プ
距
離
の
大
体
の
見
溌
は
、
賛
測
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

ろ
撰
探
斜
而
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
に
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
位
世
を
決
定
し
て
、

そ
．
）
に
数
理
的
計
猟
に
よ
っ
て
得
た
る
パ
ラ
ボ
ラ
の
カ
ト
ヴ
を
あ
て

恢
め
て
、
知
る
事
が
出
来
る
。

一
壱
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北
大
ス
キ
ー
部
員
緒
方
直

う
け
れ
ど
も
，
そ
れ
で
は
、
未
だ
十
分
と
云
へ
な
い
の
で
あ
る
、
即
ち

０
０
０
Ｏ

そ
こ
に
好
い
ス
タ
イ
ル
、
云
ひ
か
ふ
れ
ば
あ
ざ
や
か
に
と
ぶ
と
云
ふ

一
と
が
必
要
像
件
と
し
て
附
加
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
黙
に
於
て

ラ
ン
ー
ー
ン
グ
ブ
ロ
ー
ド
と
少
し
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
無
論
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
ブ
ロ
ー
ド
も
遠
く
へ
と
ぶ
た
め
に
は
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一
へ
」
同
様
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
於
て
も
、
遠
く
へ
、
し
か

も
あ
ざ
や
か
に
飛
ぶ
た
め
に
は
、
平
生
の
練
雷
を
合
理
的
に
や
つ
て

ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
は
雀
だ
デ
リ

ク
ー
ト
な
も
の
で
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
上
の
少
し
の
く
る
ひ
も
ラ
ン
デ

ン
グ
の
時
に
は
非
術
に
大
き
な
も
の
一
へ
・
一
な
っ
て
縛
倒
を
ま
ぬ
か
れ
ろ

》
と
が
出
来
な
く
な
る
か
ら
、
こ
の
合
理
的
練
稗
法
に
十
分
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ
そ
し
て
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
ス
タ
イ
ル
が

附
加
へ
ら
れ
た
の
は
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
で
は
一
九
一
○
年
か
ら
で
、
そ

の
記
録
に
よ
れ
ば
，
距
離
の
レ
コ
ー
ド
ホ
ー
ル
ダ
ー
ガ
必
し
も
そ
の

Ｆ
ｌ

一ら一一
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塵

そ
ろ
そ
ろ
填
白
な
雲
が
下
界
に
や
っ
て
来
た
。
蕪
々
の
天
下
が
冊

に
来
や
う
さ
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
ス
キ
ー
ラ
ン
ナ
ー
の
間
で
は
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
、
テ
レ
マ
ー
ク
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
山
等
さ
、
ス
キ
ー

技
に
洲
す
る
こ
さ
が
話
題
に
上
っ
て
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
。
こ
ん
な
機

曾
に
今
私
が
述
べ
や
フ
と
し
て
ゐ
る
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
就
い

て
論
ぜ
ら
れ
、
叉
資
除
雪
の
上
で
試
み
ら
れ
て
こ
れ
が
何
か
の
参
考

に
も
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。
勿
論
私
が
こ
上
に
述
べ
ん
と
す
る
練
否
法

が
完
全
無
峡
の
も
の
で
あ
る
と
は
思
は
な
い
け
れ
ど
も
。

私
が
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
、
今
迄
に
読
ん
だ
り

聞
い
た
り
し
た
こ
ぐ
」
及
び
練
験
を
蕪
礎
と
し
た
も
の
で
、
自
ら
は
雌

良
の
方
法
寺
）
信
じ
る
が
足
ら
ざ
る
腿
は
御
教
示
を
願
ひ
た
い
次
錐
で

あ
る
。さ
て
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
と
云
へ
ば

唯
逮
く
へ
さ
へ
飛
ん
で
立
て
ば
い
上
の
だ
と
老
へ
る
人
も
あ
る
だ
ら

大
倉
に
於
け
る
優
勝
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
タ
イ
ル
が
ス

キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
必
要
な
重
大
な
、
僚
件
で
あ
る
》
と
は
明
か
で

あ
る
。
叉
吾
幽
に
於
て
も
去
年
か
ら
、
ス
タ
イ
ル
を
も
探
靴
す
る
こ

さ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
練
雷
す
る
時
に
は
お
互
の
ス
タ
イ
ル

を
直
す
た
め
に
二
人
以
上
出
来
得
る
な
ら
ば
七
八
人
で
ジ
ャ
ム
ピ
ン

グ
ヒ
ル
に
行
か
れ
ん
こ
さ
を
希
望
す
る
。

す
べ
て
の
ス
キ
ー
術
の
基
本
的
動
作
と
し
て
、
直
滑
降
が
、
最
も

大
切
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
い
や
し
く

も
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
を
な
さ
ん
ざ
す
る
人
は
、
下
に
停
止
し
得

る
十
分
の
場
所
さ
へ
あ
れ
ば
ざ
ん
な
所
で
も
、
商
淵
降
を
ぶ
つ
飛
ば

し
得
る
自
信
の
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
、
上
逃
の
兇
込
が
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
危
険
を
件
ふ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
而
し
て
そ
の
吹
滑

降
も
、
前
足
を
つ
っ
ぱ
っ
て
ヘ
ッ
ピ
リ
腰
溌
し
て
居
る
様
な
の
で
は

全
々
駄
口
で
あ
る
。
膝
の
開
節
が
や
は
ら
か
く
Ⅱ
つ
が
ん
張
り
が
き

上
、
左
右
何
れ
の
足
を
前
に
し
て
も
、
叉
咽
足
を
並
べ
て
も
、
海
迄

を
保
ち
て
洲
降
し
得
る
迄
の
練
智
が
必
要
で
あ
る
。
と
云
ふ
の
は
後

述
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
に
雨
足
を
そ
ろ
へ
上
体
を
前
屈
し
て
滑
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
飛
躍
塔
）
の
作
り
方
で
あ
る
が
、
之
は
ジ
ャ

ム
バ
ー
の
披
並
の
乗
に
よ
っ
て
随
分
異
っ
た
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
く
は
し
い
こ
と
は
何
れ
後
で
書
く
時
期
も
あ
る
だ
ら

う
か
ら
、
こ
上
で
は
、
廿
米
内
外
の
緋
吾
川
の
も
の
と
し
て
述
べ
る

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
練
雪
法

光

無
論
椛
威
あ
る
レ
コ
ー
ド
を
取
る
時
に
は
、
そ
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
固

定
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
絶
封
に
必
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
は
、

春
が
来
て
雲
で
作
ら
れ
た
そ
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
沿
え
て
し
ま
へ
ば
、

そ
こ
で
作
ら
れ
た
レ
コ
ー
ド
に
は
何
等
認
む
べ
き
所
が
な
く
な
っ
て

し
ま
ふ
か
ら
で
あ
る
。
が
前
述
の
練
雷
川
の
も
の
と
し
て
は
、
廿
度

以
上
の
傾
斜
の
あ
る
斜
而
で
、
始
め
は
六
○
獅
位
の
満
さ
か
ら
、
追

々
飛
躍
し
て
確
賃
に
立
ち
得
る
に
従
っ
て
一
米
、
一
・
一
一
○
米
と
シ
ャ

ン
ツ
ェ
の
商
さ
を
増
し
て
ゆ
く
、
而
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
峯
一
こ
、
ス

○
○

ロ
ー
プ
と
の
穂
目
に
ス
キ
ー
を
あ
て
入
ス
キ
ー
の
そ
り
以
上
に
一
二
籾

も
六
籾
も
隙
が
あ
く
や
う
で
は
、
そ
の
総
日
の
所
で
は
可
成
り
大
き

い
シ
ョ
ッ
ク
が
典
へ
ら
れ
て
不
茨
定
に
な
る
。
尚
所
々
で
作
ら
れ
た

シ
ャ
ン
ツ
ェ
花
兇
ろ
に
総
り
に
卿
い
や
う
で
あ
る
ｕ
少
な
く
さ
も
、

ス
キ
ー
が
十
分
に
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
上
に
乗
る
だ
け
、
即
ち
二
。
一
五

米
位
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
こ
れ
は
、
ス
ロ
ー
プ
と
シ
ャ
ン
ツ

ェ
の
総
日
を
な
め
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
施
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
角
度
も
木
岱
の
競
技
に
川
ゐ
る
も
の
は
五

度
’
七
度
下
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
．
練
雷
川
と
し
て
は
、
殆
ん
ど

水
平
叉
は
二
、
三
度
傾
斜
さ
せ
て
、
フ
ラ
イ
ト
に
於
て
零
而
よ
り
商

く
と
び
、
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
時
の
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
へ
得
る
狸

い
足
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
こ
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
は
同

じ
満
さ
を
も
っ
て
ぬ
る
五
度
’
’
七
笈
傾
斜
し
た
シ
ャ
ン
ツ
ェ
程
は

分
力
の
淵
係
上
迩
く
へ
飛
ば
な
い
。
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Ｉ
ム
は
悪
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
少

か
ら
徐
々
に
延
ば
し
た
方
が
非
常
に
安
定
に
な
る
。
併
し

サ
ッ
シ
の
要
髄
を
倉
得
す
れ
ば
、
そ
の
動
作
を
な
す
間
の

か
く
し
前
述
の
本
常
の
意
味
に
於
け
る
サ
ッ
シ
を
緋
脅
し

な
ら
な
い
。
之
は
力
の
こ
も
っ
た
韮
勢
が
出
来
る
ば
か
り

を
合
む
鉛
板
の
平
而
を
完
全
に
通
過
す
る
を
以
て
、
間
外
線
通
過
と

な
す
。第
三
係
出
護
員
の
出
装
合
間
は
、
競
技
開
始
の
指
令
と
な
す
。

簾
四
係
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
タ
イ
ル
及
び
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
の

細
数
は
、
別
に
規
定
せ
し
と
こ
ろ
に
よ
り
て
、
典
へ
ら
る
典
も
の
と

す
。
第
五
怪
縛
倒
の
隙
並
び
に
五
米
以
下
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
に

は
．
距
離
の
得
鮎
な
き
も
の
と
す
。

第
六
像
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
は
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
端
に
於
け
る

ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
キ
ー
症
の
中
央
よ
り
、
後
脚
ス
キ
ー
若
陸
狼
の
最

深
部
中
央
迄
を
計
測
せ
ら
る
上
も
の
と
す
。

第
七
催
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
順
位
は
、
競
技
開
始
前
に
抽
裁
に
よ
り

て
，
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
。

第
八
係
ジ
ャ
ム
パ
ァ
は
必
ず
三
Ｍ
宛
、
競
技
を
な
す
べ
き
も
の

と
す
。
第
九
僚
名
ク
ラ
ス
の
ジ
ャ
ム
パ
ァ
は
、
各
ク
ラ
ス
に
よ
り
て
定

め
ら
れ
た
ろ
地
黙
よ
り
、
肌
装
す
べ
き
も
の
さ
す
。

第
一
○
膝
蒋
陸
時
叉
は
滑
走
中
に
於
て
、
騨
部
を
雪
而
に
つ
け

叉
は
韓
倒
を
支
へ
ん
と
し
て
・
雪
而
上
に
手
を
脳
れ
た
る
も
の
は
縛

倒
群
と
詩
倣
し
、
間
外
線
通
過
前
に
於
て
鱒
倒
せ
る
も
の
も
亦
刷
じ

第
二
修
ジ
ャ
ム
バ
ァ
の
名
競
技
鮎
数
の
和
の
三
分
の
一
を
以

て
、
名
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
平
均
得
黙
と
な
す
。

一
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我
が
北
大
ス
キ
ー
部
に
於
て
も
、
こ
の
黙
に
就
て
そ
の
蛮
現
を
爺
ひ
、
先

づ
弟
一
惟
件
た
る
間
定
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
辿
設
に
努
力
し
、
昨
年
そ
の
工
那
を

篤
し
、
今
年
は
そ
の
不
完
釜
な
ろ
鮎
芯
補
ひ
、
と
に
か
く
完
全
な
問
定
シ
ャ

ン
ツ
ェ
を
作
つ
征
の
で
あ
る
。
而
て
我
部
に
て
ほ
今
年
は
中
等
皐
校
競
技
に

於
て
は
、
ジ
ャ
ム
ピ
ン
ゲ
な
節
一
と
せ
ん
と
望
む
に
備
り
、
又
昨
年
の
大
日

本
ス
キ
ー
選
手
椛
大
肴
に
於
け
る
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
に
鑑
み
て
も
、
こ
の

上
望
む
所
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ビ
ン
ゲ
競
技
規
定
の
統
一
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
研
究
芯
進
む
る
燕
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

此
虐
に
於
て
我
が
部
は
之
が
起
草
委
典
な
選
定
し
、
之
等
の
人
舞
に
専
ら

そ
の
研
究
起
草
を
願
ひ
、
そ
の
完
成
す
る
に
及
び
、
ス
キ
ー
部
の
到
北
及
び

婚
来
に
適
用
す
る
も
の
と
、
し
て
之
が
採
用
を
決
定
・
し
た
次
第
で
あ
る
。

勝
来
我
が
剛
に
於
け
る
ス
キ
ー
界
の
渡
塞
と
共
に
、
ス
キ
ー
界
の
統
一
は

職
然
起
る
事
に
し
て
、
然
も
そ
の
鋪
一
樵
作
と
じ
て
、
ス
キ
ー
競
技
規
定
の

統
一
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ｏ
私
共
は
そ
の
ス
キ
ー
競
技
規
定
の
重
要
規
定

の
一
つ
な
る
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
を
決
定
す
る
に
常
り
、
或

は
之
が
勝
来
我
が
、
木
ス
キ
ー
界
の
ス
キ
ー
競
技
規
定
の
統
一
に
際
・
し
、
参

考
に
な
ら
ぱ
と
、
敢
て
公
に
書
し
表
次
錐
で
あ
る
Ｏ
若
し
之
の
規
定
が
右
意
義

な
る
か
得
ば
幸
て
あ
る
。

“
刃
定

８
６

第
一
係
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
渉
一
ン
グ
競
技
規
定
に
於
て
は
、
ジ
ャ
ム

パ
ア
の
ス
タ
イ
ル
及
び
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
を
決
定
す
べ
き
も
の
と

す
。
第
二
像
競
技
は
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
さ
に
於
て

開
始
せ
ら
れ
、
樹
外
線
通
過
を
以
て
終
了
と
な
す
。
而
し
て
間
外
線

シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
先
端
に
い
っ
た
瞬
間
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
時
に
強
い
踏
切
り
を
し
て
思
ひ
き
り
体
を
前
に
投
け
出
す
の
で
あ

る
が
。
こ
上
で
は
、
練
智
及
び
説
明
の
便
宜
に
サ
ッ
シ
を
も
つ
と
時

間
的
に
長
い
も
の
と
し
、
即
ち
ク
ロ
ー
チ
ン
グ
ダ
ウ
ン
で
体
を
前
屈

し
て
ゐ
為
萎
勢
か
ら
碗
を
前
Ｉ
ｉ
上
ｌ
検
に
振
り
体
を
延
ば
し

切
っ
て
堪
中
に
出
ろ
迄
の
動
作
と
す
る
。
之
は
丁
度
徒
手
体
操
で
「
か

上
と
を
あ
け
腕
を
前
よ
り
処
せ
」
の
通
勤
と
同
一
で
、
唯
休
を
少
し

前
方
に
傾
け
し
め
た
姿
勢
で
あ
っ
て
、
体
が
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
離
れ
た

時
と
、
延
び
き
っ
た
時
と
が
殆
ん
ど
同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
要
彼
を
つ
か
む
の
が
非
術
に
州
雌
で
あ
っ
て
、
緋
智
の
初
に
勝

っ
て
は
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
端
か
ら
三
凹
米
も
前
か
ら
、
体
を
前
方
に
、

動
作
に
角
を
付
け
な
い
様
に
＄
倒
れ
か
け
る
だ
け
に
し
て
お
い
て
、
ラ

ン
ー
ー
ン
グ
ブ
ロ
ー
ド
に
於
け
る
様
な
恩
ひ
切
っ
た
踏
切
を
し
な
い
方

が
よ
い
。
言
云
ふ
の
は
自
然
と
サ
ッ
シ
が
遜
れ
勝
ち
に
な
り
、
従
っ

て
体
が
塞
中
で
飛
血
に
立
っ
て
し
ま
っ
て
ス
キ
ー
が
ラ
ン
デ
ン
グ
の

ス
ロ
ー
プ
と
大
き
な
角
度
を
す
る
か
、
叉
は
牌
部
か
ら
先
に
落
ち
、

た
さ
へ
幸
ひ
に
し
て
そ
の
人
が
ラ
ン
デ
ン
グ
に
成
功
し
て
も
、
そ
の

iＮｉ
雛
を
短

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
早
い
日

人
の
フ
ォ
ー

■

ｰ

で
な
く
，
雌
初
の
紳
雷
法
に
よ
っ
て
二
○
米
を
飛
び
得
る
も
の
ざ
す

れ
ば
之
に
よ
れ
ば
、
同
じ
場
所
か
ら
同
じ
ス
キ
ー
を
川
ゐ
て
す
べ
っ

て
二
、
三
米
は
確
愛
に
多
く
飛
び
得
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
ア
プ
ロ
ｉ
チ
に
於
け
る
ク
ロ
ー
ザ
ン
グ
ダ
ウ
ン
と
、
こ
の

サ
ッ
シ
と
は
．
戒
滑
降
で
大
体
垂
吹
で
あ
っ
た
体
を
前
に
倒
し
て
、
ラ

ン
デ
ン
グ
の
ス
ロ
ー
プ
に
出
来
る
だ
け
両
角
に
づ
け
る
た
め
、
即
ち

尚
云
ひ
か
へ
る
ご
立
ち
易
く
す
る
た
め
の
動
作
で
あ
る
。
故
に
必
要

以
上
に
永
い
側
そ
の
動
作
を
続
け
る
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
か
、

紳
密
の
始
め
か
ら
齢
り
急
激
な
動
作
を
す
れ
ば
不
安
定
に
鵬
ｈ
易
い

而
し
て
ラ
ン
デ
ン
グ
で
立
ち
得
る
か
否
か
は
殆
ん
ど
全
部
が
こ
の
雨

者
に
懸
っ
て
ゐ
る
も
の
で
、
こ
の
雌
の
小
さ
な
不
安
定
は
、
雌
口
の

小
さ
な
く
る
ひ
と
脚
様
に
後
に
大
き
な
彩
群
を
及
侭
す
も
の
で
あ
る

か
ら
、
之
な
直
滑
降
と
共
に
普
通
の
ス
ロ
ー
プ
で
し
ば
し
ば
紳
智
を

繰
返
す
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
一
皮
そ
の
要
領
が
分
れ
ば
、
ス
キ
ー
ジ

ャ
ム
ピ
ン
グ
も
案
外
癖
易
に
な
し
得
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
イ
ト
。
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
飛
び
出
し
て
か
ら
ラ
ン
デ
ン
グ
迄
を

云
ふ
。
こ
の
フ
ォ
ー
ム
は
サ
ッ
シ
で
定
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

和
巽
に
よ
っ
て
ノ
ー
ル
ゥ
ェ
ー
型
、
と
ス
イ
ス
型
と
が
あ
る
前
者
は

思
ひ
切
り
体
を
前
に
か
け
、
フ
ラ
可
卜
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
す
れ
ば
、

ス
キ
ー
が
ス
ロ
ー
プ
に
平
行
に
な
る
が
、
後
者
は
比
核
的
ス
キ
ー
の

テ
期
ル
か
ら
ラ
ン
ド
す
あ
。
思
ふ
に
前
考
は
踏
切
の
時
に
爪
に
非
粥

に
力
を
入
れ
て
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
後
に
け
り
空
中
に
居
て
も
意
識
し

IＯＲ
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い
こ
と
は
な
い
が
、
フ
ォ
ー
ム
が
悪
く
な
る
。

ラ
ン
デ
ン
グ
。
こ
の
時
に
於
け
る
動
作
は
如
何
に
要
領
が
よ
く
て

も
、
足
の
棚
節
に
ね
ば
り
が
あ
っ
て
が
ん
ば
り
の
き
く
人
で
な
け
れ

ば
立
ち
得
な
い
。
ラ
ン
デ
ン
グ
の
正
し
い
姿
勢
は
テ
レ
マ
ー
ク
ジ

ッ
ッ
エ
ン
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
始
め
は
強
ひ
て
そ
の
型
淀
作
ら
う
と

は
せ
ず
、
ど
ん
な
型
で
も
柿
は
な
い
か
ら
兎
に
角
、
が
ん
ば
る
こ
と

を
練
智
す
る
。
こ
の
時
分
に
は
フ
ラ
イ
ト
で
体
が
未
だ
十
分
に
前
に

か
よ
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
随
分
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
後
足
に
う
け
ス
キ

ー
の
テ
邪
ル
か
ら
ラ
ン
ド
し
易
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
二
○
米
以
上

も
飛
ぶ
様
に
な
れ
ば
、
以
前
の
様
な
腰
の
商
い
、
腹
の
出
た
ラ
ン
デ

ン
グ
で
は
足
が
秘
け
れ
ば
は
ね
か
へ
さ
れ
、
弱
け
れ
ば
つ
ぶ
れ
て
し

ま
っ
て
、
何
れ
に
し
て
も
立
て
な
い
、
こ
の
時
に
は
完
全
に
テ
レ
↓
、

－
ク
ジ
ッ
ッ
エ
ン
が
必
要
に
な
る
け
れ
ど
も
、
恋
識
し
て
ジ
ッ
ッ
ェ

ン
に
移
る
必
要
は
な
い
。
唯
非
常
に
迩
動
祁
揺
の
鈍
い
人
を
除
い
て

は
、
門
然
と
ジ
ッ
ッ
エ
ン
に
な
っ
て
ゐ
る
。
足
は
な
る
べ
く
大
き
く

前
後
に
開
い
た
方
が
安
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
イ
ト
の
最
後
の

粥
に
ス
キ
ー
が
雲
而
に
ふ
れ
ん
言
す
る
時
に
前
足
を
出
す
動
作
に
支

配
さ
れ
る
。
そ
し
て
腕
も
ラ
ン
デ
ン
グ
す
る
と
同
時
に
雌
後
の
廻
聴

で
後
下
に
あ
っ
た
も
の
が
前
方
に
延
ば
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
姿

勢
は
し
ば
ら
く
紬
け
て
洲
降
し
た
方
が
よ
い
。
松
ｂ
念
に
立
っ
て
面

滑
降
に
か
は
ら
う
さ
す
れ
ば
、
ラ
ン
デ
ン
グ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
反
動
で

倒
れ
易
い
。

四

次
に
一
般
的
注
意
一
こ
し
て
、
先
づ
ジ
ャ
ム
プ
に
鋤
し
て
恐
怖
を
感

じ
て
は
な
ら
な
い
。
ラ
ン
デ
ン
グ
の
時
に
倒
れ
て
ス
キ
ー
を
折
っ
た

り
足
首
を
く
じ
い
た
り
し
は
し
な
い
か
と
云
ふ
様
な
老
へ
が
常
に
蚊

の
中
に
浮
び
出
る
人
は
、
始
め
か
ら
ジ
ャ
ム
プ
を
や
ら
な
い
方
が
好

い
そ
ん
な
人
に
限
っ
て
よ
く
危
険
が
起
り
勝
で
あ
る
。
そ
し
て
ジ
ャ

ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
に
行
っ
た
時
に
は
、
そ
の
円
の
卑
礎
、
ラ
ン
デ
ン
グ

す
る
場
所
の
雲
の
か
た
さ
を
最
初
に
し
ら
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

若
し
雲
賞
が
水
気
を
含
ん
で
ゐ
る
場
合
に
は
蒋
迦
に
ス
ウ
ィ
ン
グ

を
し
た
時
の
様
に
不
愉
快
な
ば
か
り
で
な
く
艇
も
危
険
で
あ
る
。
叉

ラ
ニ
プ
ン
グ
す
る
所
が
や
は
ら
か
で
あ
れ
ば
之
も
前
に
の
め
る
恐
れ

が
あ
る
か
ら
、
か
た
く
蹄
み
し
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ウ

オ
ー
『
て
ン
グ
ア
ッ
ブ
の
つ
も
り
で
ス
ロ
ー
プ
を
二
三
Ⅲ
滑
る
。
こ
の

時
に
、
何
だ
か
疲
れ
て
ゐ
る
様
な
気
持
の
す
る
日
に
は
ジ
ャ
ム
プ
の

練
密
を
し
な
い
方
が
よ
い
。
そ
し
て
一
度
ス
タ
ー
ト
に
立
っ
た
時
に

は
自
分
は
必
ず
飛
び
得
る
ざ
云
ふ
白
備
を
持
っ
て
と
び
、
蒜
し
不
幸

に
し
て
鱒
倒
し
た
畔
に
は
、
何
故
に
鱒
倒
し
た
か
と
云
ふ
原
因
を
知

り
、
次
に
は
そ
れ
を
再
び
繰
返
す
ま
い
ざ
心
掛
け
て
ゐ
な
け
れ
ば
如

何
淫
回
数
を
多
く
練
智
を
し
て
も
進
歩
の
兇
込
は
な
い
。
始
め
の
う

ち
は
大
き
な
疲
れ
を
感
じ
な
い
沸
度
で
、
ス
タ
ー
ト
に
た
っ
た
時
、

何
所
で
ど
ん
な
動
作
を
な
す
べ
き
か
を
考
へ
注
意
し
て
緋
雷
を
し
て

を
れ
ば
な
る
べ
く
多
く
と
ん
だ
方
が
好
い
け
れ
ど
も
、
一
一
○
米
以
上

に
も
な
れ
ば
、
除
程
練
脅
に
都
合
よ
く
出
来
て
ゐ
る
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で

て
爪
先
を
下
け
る
も
の
上
如
く
、
而
し
て
後
希
は
唯
ア
プ
ロ
ー
チ
の

速
度
の
み
に
よ
っ
て
空
中
に
飛
び
出
る
古
の
ら
し
い
。
と
云
ふ
の
は

前
者
の
方
が
ス
イ
ス
型
よ
り
も
蓮
く
さ
び
得
る
る
か
ら
で
あ
。
だ
か

ら
フ
ラ
イ
ト
に
於
け
る
雨
者
の
姿
勢
の
祁
異
は
前
者
は
後
者
仁
比
し

て
体
を
術
一
府
前
に
傾
け
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
雨
足
を
揃
へ
て

ゐ
る
こ
『
）
、
腕
を
左
水
で
迦
縛
せ
し
め
る
こ
さ
は
Ⅲ
じ
で
あ
る
。
そ

の
廻
縛
の
数
は
ジ
ャ
ム
プ
距
離
に
よ
っ
て
建
っ
て
ゐ
る
が
、
二
○
栄

位
で
は
三
回
、
川
○
米
附
近
で
は
五
Ｍ
で
あ
る
。
腕
を
振
る
こ
と
は

安
定
に
せ
し
め
る
こ
と
に
大
い
に
効
あ
る
も
の
で
左
右
に
延
ば
し
た

ま
上
、
叉
は
前
或
は
後
に
延
ば
し
た
ま
上
で
は
悪
い
。
フ
ラ
イ
ト
の

最
後
に
は
ラ
ン
デ
ン
グ
の
川
意
さ
し
て
一
方
の
足
を
前
方
に
出
す
、

而
し
て
決
し
て
他
方
の
足
を
後
に
引
く
の
で
は
な
い
。
尚
フ
ラ
イ
ト

で
目
は
ラ
ン
デ
ン
グ
の
ス
ロ
ー
プ
に
付
け
る
、
四
○
米
を
飛
ん
で
も

そ
の
時
間
は
一
秒
少
し
だ
か
ら
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
離
れ
る
や
否
や
自
分

が
ラ
ン
デ
ン
グ
し
や
う
と
し
て
ゐ
る
附
近
の
ス
ロ
ー
プ
が
自
分
の
方

に
上
っ
て
来
る
や
う
に
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
中
に
出
た
時

に
眼
界
一
時
に
開
け
ス
キ
ー
が
雲
而
に
附
く
ま
で
ス
ロ
ー
プ
が
兄
え

な
い
や
う
で
は
決
し
て
立
つ
こ
と
は
出
来
な
い
こ
の
こ
さ
は
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
注
意
し
て
練
習
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
叉

ピ
ン
デ
ン
グ
の
棚
係
上
前
述
の
様
に
ス
キ
ー
の
先
端
が
左
右
に
附
く

こ
さ
も
あ
る
が
、
上
下
に
開
く
こ
と
が
多
い
。
こ
の
時
に
は
必
ず
前

足
の
ス
キ
ー
が
水
平
叉
は
上
に
向
っ
て
ゐ
て
ラ
ン
デ
ン
グ
で
立
て
な

曙

１
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も
一
日
に
一
一
一
、
三
回
よ
り
多
く
、
と
ぶ
こ
さ
は
よ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
へ
そ
の
日
は
素
的
に
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
が
よ
く
て
も
、
翌
日
或
は

翌
々
日
に
大
き
な
た
上
り
が
来
て
一
回
も
立
て
な
い
と
云
ふ
や
う
な

悲
惨
な
こ
と
に
出
合
ふ
か
ら
。

こ
れ
が
私
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
の
練
需
法
或
は
練
習
に
際
し

て
の
心
掛
で
あ
る
が
吾
閲
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
が
始
め
ら
れ
て

か
ら
尚
円
が
龍
く
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
剥
す
る
智
識
も
深
く

な
い
の
で
、
若
し
諸
君
が
こ
う
や
っ
た
方
が
好
い
ざ
気
付
か
れ
た
所

が
あ
れ
は
、
御
教
導
下
さ
れ
ば
催
だ
幸
で
あ
っ
て
、
未
だ
幼
稚
な
日

本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
を
お
互
に
進
歩
せ
し
め
る
こ
と
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
忠
ふ
。
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岡
村

従
来
は
ス
キ
ー
競
技
と
い
へ
ば
、
一
般
の
人
に
は
ジ
ャ
ム
ブ
よ
り

も
競
走
の
方
が
連
想
せ
ら
れ
易
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
ス
キ

ー
レ
ー
シ
ン
グ
は
競
技
の
主
要
な
地
位
を
占
め
て
鵬
た
の
で
，
叉
今

後
ジ
ャ
ム
プ
、
鼓
技
に
採
用
せ
ら
る
上
ス
ラ
ロ
ー
ム
等
が
如
何
に
盛

ん
に
な
っ
て
行
か
う
と
も
、
之
は
決
し
て
ス
キ
ラ
ン
ナ
ー
の
弧
か
ら

顧
み
ら
れ
ず
に
な
る
と
い
ふ
や
う
な
事
は
な
い
。
そ
れ
は
疫
際
ス
キ

レ
ー
シ
ン
グ
が
充
分
な
る
償
他
あ
る
ス
ボ
ー
ト
で
あ
り
得
る
か
ら
で

あ
る
。
夏
季
に
行
は
る
ｋ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
競
泳
其
他
の
競
技
等
割
と
比

較
し
て
兇
て
も
確
か
に
興
味
が
あ
り
、
且
つ
競
泳
の
偽
の
水
泳
を
や

る
と
同
様
に
、
レ
ー
ス
の
編
め
の
ス
キ
ー
を
や
る
希
が
現
は
れ
る
の

は
否
定
し
得
な
い
。
ス
キ
ー
は
淡
い
恢
域
を
有
す
る
ス
ボ
ー
ト
で
あ

る
ｏ
ス
ウ
ィ
ン
グ
の
妙
技
に
没
到
す
る
人
と
い
ひ
、
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ

に
ス
キ
ー
の
嵐
髄
を
進
ま
ん
ご
す
る
人
、
叉
は
ス
キ
ー
の
偉
大
な
る

効
力
を
護
擁
す
る
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
に
志
す
人
、
共
に
之
等
は
皆

と
し
て
、
且
ス
ピ
ー
ド
の
噌
大
を
計
ら
ん
と
し
て
、
常
に
研
究
的
精

祁
を
呼
び
起
し
進
ん
で
行
く
な
ら
ば
、
之
等
の
努
力
に
鋤
す
る
内
的

満
足
は
、
た
と
へ
外
郊
に
現
は
石
上
こ
と
な
く
と
も
、
以
上
の
悲
揃

を
忘
れ
し
む
る
に
充
分
で
あ
ら
う
。
盗
瓶
が
術
す
や
う
な
、
熱
狂
的

赦
悪
は
殆
ど
無
い
か
も
知
れ
ぬ
。
秀
麗
な
ス
ウ
ィ
ン
グ
ス
プ
ー
ル
を

砿
み
る
機
命
は
得
ら
れ
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
。
併
し
一
寸
し
た
つ
ま
ら
ぬ

ス
ロ
ー
プ
に
あ
っ
て
も
、
踊
調
な
零
而
の
砿
が
っ
て
居
る
所
に
あ
っ

て
も
、
好
く
ｎ
を
ス
キ
ー
瀞
穿
き
得
た
、
そ
し
て
充
分
な
る
努
力
を

識
す
こ
さ
が
出
来
た
さ
認
め
得
ら
る
ょ
や
う
に
し
て
く
れ
る
の
は
、

こ
の
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
で
あ
る
。

念
々
感
ん
に
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
レ
ー
シ
ン
グ
に
封
し
て
、
我

々
は
科
畢
的
研
究
、
名
人
の
愈
●
き
細
峨
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
殊
に

之
等
の
進
境
に
向
ふ
に
つ
い
て
先
導
肴
と
な
っ
て
呉
れ
る
の
は
、
現

在
優
秀
な
る
成
紙
を
作
っ
て
ゐ
る
秀
で
た
る
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。
そ

の
人
の
練
習
法
、
競
技
法
等
を
韮
準
・
と
し
て
研
究
を
綴
け
る
誰
は
最

も
効
果
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
之
に
よ
っ
て
合
理
的
練

習
法
と
も
稲
す
べ
き
も
の
が
理
想
に
近
づ
い
て
行
き
得
る
と
し
て
も

こ
上
に
一
歩
踏
み
止
ま
っ
て
老
へ
る
時
に
、
こ
の
レ
ー
シ
ン
グ
の
根

本
と
な
る
べ
き
所
の
．
一
つ
の
問
題
の
あ
る
の
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は

外
で
も
な
い
、
ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
適
川
せ
ら
る
べ
き
ル
ー
ル

即
ち
競
技
規
定
で
あ
る
。
之
は
麓
め
そ
の
大
体
で
も
確
然
さ
決
定
し

て
居
ら
ぬ
と
、
之
を
標
準
と
し
て
行
ふ
レ
ー
ス
練
著
法
に
無
駄
な
所

ク
ロ
ヅ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
封
す
る
一
考
察

〆
」

■卓

純
梓
の
ス
キ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
得
る
Ｊ

ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
は
今
後
金
倉
嘘
ん
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
一

ぬ
ｏ
そ
し
て
之
は
嵐
の
意
味
の
ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
知
っ
て
鵬
、ｌ

る
人
に
や
っ
て
も
ら
ひ
た
い
。
ク
ロ
ッ
ス
ヵ
ン
ト
リ
ー
レ
ー
ス
に
ス
一

キ
ー
の
快
味
を
到
底
兇
出
し
得
ぬ
人
に
は
、
ジ
ャ
ム
プ
や
薙
川
が
あ

る
ｏ
そ
し
て
ス
キ
ー
家
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
る
と
蕊
山
家
な
る
と
を
間

は
す
、
全
て
互
に
提
携
し
合
っ
て
、
各
々
の
技
に
進
む
べ
き
で
あ
ら
う

要
す
る
に
ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
ン
グ
は
、
蝿
快
な
る
ス

キ
ー
に
身
を
托
し
、
安
全
な
る
勝
手
の
知
れ
た
山
野
を
馳
駆
す
る
に

あ
る
ｏ
椎
雑
な
る
地
形
に
あ
っ
て
は
あ
ら
ん
限
り
の
己
が
秘
術
を
稚

し
、
地
形
に
砥
す
る
体
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
心
彩
砕
き
、
長
い
六

尺
の
ス
キ
ー
を
巧
み
に
疲
雛
し
た
身
体
を
以
て
こ
な
し
て
行
く
の
で

あ
る
。
練
智
中
叉
は
競
技
中
に
於
け
る
ラ
ン
ナ
ー
の
結
祁
的
、
身
体

的
苦
痛
は
極
め
て
多
い
事
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
之
に
打
克
た
ん
酢

私
は
こ
れ
よ
り
前
述
せ
る
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ル
ー
ル
に
就
い
て

恐
見
を
示
し
た
い
と
思
ふ
。
私
の
競
走
に
封
す
る
維
駿
は
ラ
ン
ナ
ー

ざ
し
て
も
、
競
技
係
員
と
し
て
も
概
め
て
灸
弱
で
、
叉
文
献
に
よ
つ

が
多
く
な
る
言
共
に
、
又
そ
れ
だ
け
一
般
に
不
公
平
な
競
技
が
行
は

る
！
－
こ
と
と
な
る
。
従
来
に
於
て
も
名
大
含
に
於
て
は
そ
れ
人
～
ル

ー
ル
な
る
も
の
は
定
め
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、
垣
に
ス
キ
ー
レ
ー

シ
ン
グ
に
於
て
目
的
に
適
っ
た
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
ご
い
ふ
の
が

兄
受
け
ら
れ
ぬ
。
こ
の
ル
ー
ル
は
他
の
ス
キ
ー
競
技
さ
も
共
迦
す
る

所
は
あ
る
が
、
之
は
念
に
立
派
な
も
の
ぞ
作
る
躯
は
黍
易
ぢ
や
な
い

そ
し
て
こ
の
ル
ー
ル
が
我
剛
ス
キ
ー
家
に
と
っ
て
州
雌
し
か
る
べ
き

本
は
勿
論
で
あ
る
が
、
叉
諸
外
幽
に
於
て
現
在
使
川
せ
ら
れ
つ
上
あ

る
も
の
ご
粂
然
提
交
渉
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
剛
際
オ
リ
ム
ピ
ッ

ク
に
は
ス
キ
ー
競
披
が
行
は
為
上
と
は
既
に
我
炎
の
知
っ
て
勝
る
所

で
あ
る
。
今
後
我
剛
か
ら
６
彼
地
に
選
手
花
迭
ら
う
さ
す
る
な
ら
ば

そ
の
畔
の
躯
を
も
考
へ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
そ
し
て
注
意

深
く
決
定
せ
ら
る
上
所
の
ル
ー
ル
な
る
も
の
は
、
出
来
得
る
眠
り
ス

キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
の
風
窓
花
破
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
得
だ
。
そ
し
て

之
を
蓮
川
す
る
に
勝
っ
て
、
法
し
い
州
難
を
作
は
ざ
る
も
の
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
そ
の
ル
ー
ル
は
変
に
巾
分
な
い
と
認
め
ら
る
上
で
あ
ら

う
し
、
従
っ
て
こ
の
目
的
の
嬬
め
に
ル
ー
ル
使
川
を
徹
底
的
に
す
る

鰯
充
分
の
注
恋
を
柳
ふ
く
き
事
が
正
要
で
あ
る
。

Pｌ

源

太

郎
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定
の
不
用
さ
な
る
こ
と
で
あ
る
ｏ
「
競
走
に
使
朋
す
べ
き
ス
キ
ー
は
、

競
技
将
が
直
立
し
て
雨
手
を
聯
け
そ
の
：
：
．
…
」
等
と
い
ふ
や
う
な
、

ス
キ
ー
の
長
さ
、
或
は
重
並
に
封
す
る
競
技
主
催
者
の
祁
縄
過
敏
は

全
く
不
必
要
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
や
う
な
三
要
素
を
具
へ
た
競
走

に
あ
っ
て
は
、
ス
キ
ー
は
盗
術
に
封
し
て
推
し
く
不
便
な
ら
ず
Ⅱ
つ

安
定
な
る
戒
滑
降
と
悠
々
た
る
平
地
滑
走
を
篇
し
得
る
長
さ
あ
る
と

共
に
、
そ
の
龍
並
は
洲
降
に
際
し
て
も
折
披
其
他
の
不
便
な
き
深
度

の
重
さ
花
有
す
る
ス
キ
ー
が
、
蛙
も
ラ
ン
ナ
ー
の
心
を
射
る
こ
・
こ
と

な
る
の
で
あ
る
。
某
山
登
山
競
走
或
は
下
降
競
走
等
一
こ
し
て
行
ふ
特

殊
の
も
の
を
除
い
て
，
先
に
述
べ
た
や
う
な
本
来
の
意
味
に
於
て
の

ク
ロ
ッ
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
コ
ー
ス
は
ダ
ウ
ン
ヒ
ル

ァ
ッ
プ
ビ
ル
、
レ
ヴ
エ
ル
の
迩
勝
な
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

べ
き
も
の
と
倍
す
る
。

次
に
以
上
の
三
状
態
の
洲
走
而
を
コ
ー
ス
に
取
る
に
し
て
も
、
そ

れ
を
全
休
と
し
て
兄
る
時
に
、
之
等
の
斜
而
の
結
合
状
態
に
よ
っ
て

コ
ー
ス
は
次
の
三
つ
の
場
合
に
大
体
憾
分
せ
ら
る
且
ぐ
・
一
思
ふ
。

一
、
或
一
つ
の
ス
キ
ー
ギ
ッ
フ
エ
ル
を
進
め
て
、
そ
の
痕
ま
で
の

奈
降
競
走
を
行
ふ
場
合
。

二
、
川
護
黙
が
レ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
を
取
る
べ
き
山
の
頂
上
或
は

中
腹
に
あ
っ
て
、
そ
の
レ
ー
ス
は
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
で
あ
る
が
、
間
に
倣

か
の
ア
ッ
プ
ヒ
ル
及
び
レ
ヴ
エ
ル
の
斜
而
を
お
く
場
合
。

三
、
小
匠
の
連
瓦
す
る
地
に
コ
ー
ス
を
取
る
場
合
。

て
得
た
智
識
も
極
め
て
狭
悶
の
も
の
た
る
花
免
れ
ぬ
。
蛮
地
に
彼
地

の
欣
態
を
知
れ
る
人
等
の
意
見
に
比
す
れ
ば
資
に
井
蛙
の
態
た
る
こ

さ
を
万
葎
承
知
の
上
、
一
小
継
職
者
と
し
て
記
述
し
た
い
と
思
っ
て

ゐ
る
ｏ
規
定
と
云
っ
て
も
、
そ
の
中
比
較
的
重
要
と
認
め
て
箱
深
く

考
へ
て
お
っ
た
事
柄
の
内
二
三
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。

要
す
る
に
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
即
ち
ク
ロ
ッ
ス
ヵ
ゥ
ン
ト
リ
ｉ
ス

キ
ー
ン
グ
は
、
稜
巽
が
山
野
を
全
く
埋
め
て
自
由
な
る
ス
キ
ー
活
動

隈
域
を
典
へ
て
呉
れ
る
の
を
利
用
し
て
、
ラ
ン
ナ
・
Ｉ
が
自
分
の
秀
で

た
る
体
力
ご
克
己
止
ま
ざ
る
忍
耐
心
と
に
加
ふ
ろ
に
、
己
が
熟
練
を

稚
み
し
伎
価
の
助
け
に
よ
り
ス
キ
ー
を
以
て
川
野
淀
馳
脇
す
る
の
で

あ
る
。
競
走
た
る
以
上
タ
イ
ム
の
最
短
を
欲
す
る
事
は
常
然
で
あ
る

が
、
徒
ら
に
ス
キ
ー
の
快
速
を
護
抑
す
る
偏
に
只
獅
そ
の
コ
ー
ス
ま

で
も
全
然
下
降
而
の
み
に
取
る
や
う
な
こ
と
の
常
ら
ぬ
は
（
特
殊
の

場
合
は
別
さ
し
て
、
）
ス
キ
ー
の
使
川
は
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
に
の
み
限
ら
れ

届
ら
ぬ
事
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
キ
ー
の
効
果
を
充
分

溌
祁
せ
し
め
得
る
状
態
を
雄
も
多
く
持
つ
や
う
腫
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
で
以
上
の
如
き
考
へ
が
正
し
い
も
の
さ
し
た
な
ら
ば
、
他
の
競

走
で
は
明
か
な
る
決
定
を
兄
て
居
り
、
我
倉
が
そ
う
あ
る
べ
し
と
信

じ
つ
と
あ
る
、
叉
さ
ほ
ど
問
題
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
で
も
、
ス

キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
に
於
て
は
可
成
仮
重
な
る
考
へ
を
入
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
鞭
柄
が
少
く
な
い
。
そ
の
中
で
雌
も
根
本
的
の
意
義
を
右
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
は
る
よ
は
、
コ
ー
ス
の
状
態
、
競
走
を
行
ふ
く
音

汀

Ｉ１１４ 1７

時
日
及
び
場
所
を
如
何
に
選
定
す
べ
き
か
の
間
趣
で
あ
る
。
こ
の
内

時
日
及
び
場
所
ご
云
ふ
方
は
ジ
ャ
ン
プ
を
も
共
に
考
へ
て
決
す
．
べ
き

こ
さ
で
あ
ら
う
。

ｊ御
．
ｉ
ス
決
定
。

ス
キ
ー
は
登
り
降
り
共
に
自
曲
自
在
の
言
に
敷
か
ぬ
こ
さ
は
明
か

で
あ
る
。
少
く
と
も
ス
キ
ー
薙
山
に
於
て
諜
想
す
る
や
う
な
地
形
を

除
く
な
ら
ば
、
其
虚
の
雲
変
の
ノ
ル
マ
ル
な
状
態
に
於
て
は
、
ス
キ

ー
は
そ
の
斜
而
が
平
地
な
る
ざ
、
ア
ッ
ブ
ヒ
ル
な
る
さ
、
ダ
ウ
ン
ヒ

ル
な
る
と
を
論
ぜ
・
ず
、
且
つ
か
上
る
地
形
に
於
て
ス
キ
ー
が
有
す
る

冬
季
交
通
具
と
し
て
の
優
越
紬
が
充
分
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

降
り
ば
が
り
を
云
ふ
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ト
ポ
カ
ン
は
決
し
て
ス

キ
ー
に
劣
ら
ぬ
痛
快
味
が
あ
る
と
恩
ふ
。
軍
な
る
遊
戯
の
目
的
に
謝

し
て
も
、
ス
キ
ー
は
雲
に
埋
め
ら
れ
た
土
地
な
ら
ば
普
迦
的
匡
そ
の

効
果
を
示
し
て
く
れ
る
。
即
満
こ
の
孝
へ
よ
り
推
し
て
兄
る
に
、
ク

ロ
ッ
ス
方
ン
ト
リ
ー
に
於
け
る
コ
ー
ス
は
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
を
含
む
べ

き
と
共
に
適
度
の
ア
ッ
プ
ヒ
ル
を
加
ふ
く
く
、
更
に
そ
の
一
部
に
平

地
が
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
こ
の
事
は
競
走
に
封
し
て
軍

訓
を
破
り
得
る
の
み
な
ら
ず
、
競
技
蒜
の
技
術
に
封
し
て
求
む
る
要

素
が
可
成
陵
い
範
幽
に
互
一
わ
も
の
ご
な
り
得
ろ
。
即
ち
ラ
ン
ナ
ー
は

鮫
も
合
理
的
な
る
降
り
方
及
び
凝
り
方
淀
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共

に
、
平
地
淵
走
に
封
し
て
も
充
分
の
熟
練
を
必
要
と
す
る
。
且
つ
こ

上
に
見
逃
し
得
ざ
る
利
余
と
し
て
、
ス
キ
ー
の
長
さ
を
制
限
す
る
規

登
降
競
走
に
於
て
は
、
そ
の
コ
ー
ス
の
前
半
部
は
ラ
ン
ナ
ー
に
甚

し
き
苦
し
み
を
典
へ
、
後
半
部
は
之
に
比
し
て
は
楽
過
ぎ
る
と
云
ひ

た
い
程
の
体
力
の
除
諮
を
典
へ
る
。
ス
キ
ー
競
走
に
あ
っ
て
は
必
ず

し
も
、
苦
捕
と
困
難
、
安
楽
さ
平
易
と
は
一
致
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
蚕

降
競
走
に
あ
っ
て
は
、
除
り
に
ラ
ン
ナ
ー
の
菩
派
の
前
後
の
陥
り
が

徒
し
い
。
殊
に
か
上
る
コ
ー
ス
を
長
距
離
に
と
る
と
な
る
と
、
（
山
頂

に
於
て
堆
蝋
等
花
せ
ぬ
こ
さ
と
す
れ
ば
）
ラ
ン
ナ
ー
は
下
降
に
際
し

て
大
滑
降
を
な
す
べ
き
ス
キ
ー
を
以
て
、
長
い
窓
禰
而
に
苦
し
ま
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
海
豹
皮
使
川
等
は
問
題
外
に
す
る
と
し
て

も
、
か
よ
る
コ
ー
ス
は
比
核
的
不
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

一
キ
ロ
、
二
キ
ロ
位
の
短
距
離
の
場
合
は
別
一
へ
）
し
て
、
之
は
一
般
的

に
川
ゐ
ら
れ
得
ぬ
欠
靴
が
あ
る
。

第
二
の
方
法
に
よ
る
コ
ー
ス
は
、
間
に
迩
溌
の
降
起
部
を
お
い
て

ア
ッ
プ
ヒ
ル
の
斜
而
を
作
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
ラ
ン
ナ
ー
の
蒋
痛
も

全
価
間
に
亙
っ
て
一
様
で
、
典
味
も
決
し
て
少
く
な
い
。
州
僻
の
距

離
の
平
地
も
雰
易
に
加
へ
得
る
。
レ
コ
ー
ド
も
優
秀
な
の
・
か
現
は
れ

る
。
英
閲
ス
キ
ー
拠
梁
部
が
毎
年
選
手
桃
大
含
の
ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト

リ
ス
キ
ー
ン
グ
に
探
川
す
る
コ
ー
ス
は
、
殆
ど
之
と
同
様
で
あ
る
。

「
ク
ロ
ッ
ス
ヵ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
ン
グ
の
選
手
椎
は
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
レ

ー
ス
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
烏
。
そ
の
コ
ー
ス
は
三
○
○
○
乃
至
三

五
○
○
沢
の
降
下
而
を
含
み
、
且
つ
少
く
と
も
一
○
○
○
沢
の
閃
難

な
る
土
地
が
無
け
れ
ば
い
け
な
い
．
ｃ
そ
し
て
出
来
る
な
ら
ば
迦
徽
の

1３
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③ 出綾黙○決勝紬一一コース

クロツスカントリースキーングに採用せらるべきコースの三型

を示す。（五万分、等商線間の距帥は三十米）

A、第一の場合。（約十キロコース）

登降競走と郡すべき形式に入るものにして最も簡便に取り

得る。

1〕．第二の場合。（約七キロコース）

下降競走コースにして出護熱に剥して終極の不便件ふ。

o・第三の場合。（約十五キロコース）

長距離コースの型は必然之に脇すべきものにしては比較的
簡箪なり。

一夕

ｐ、
、
、
、

、
、
し
、

犀

ノ ザ

〃
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<（（

ノ

／’

1ｍ
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一一●一一

〃

璽 赤旗一・コースの力．向

一一一一コースより合理的なるコース

名種の波意鮎を主として、比較的合理的なるコースの選定を孝ふ。

例は全て合理的さ認むる方が迂回コースなり。

l）雨岸急斜而を成す河に浴ふコースは不可なり。

、岩雌その他馨崩等の危険地より連ざかるべし。

ｌ、甚しき急峻の狭谷等は避くべきもの．とす。

僻道路殊に脇椛逆に沼ふコースは不可なり。

Ｈコースは左'11或は右111に偏すべからす。

Ｉ和iI或は左111は成るべく机等しかるべき郡花示す。
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難
な
る
斜
面
を
も
含
ま
せ
て
あ
る
。
か
く
の
如
く
斜
而
の
状
態
の
都

合
よ
き
も
の
を
求
め
得
る
の
は
、
こ
の
第
三
の
コ
ー
ス
に
於
て
賞
あ

っ
て
、
私
は
長
距
離
コ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
之
を
除
い
て
は
他
に
得
ら

れ
ぬ
こ
さ
と
思
っ
て
居
る
泌
唯
か
上
る
コ
ー
ス
は
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー

ル
を
同
一
に
す
る
事
を
雄
も
好
都
合
・
こ
し
，
従
っ
て
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
と

プ
ッ
プ
ヒ
ル
の
斜
而
は
何
れ
も
全
休
の
上
か
ら
は
同
一
高
さ
を
右
す

る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
で
レ
ー
シ
ン
グ
に
於
て
そ
の
タ
イ
ム
の
長
短

は
登
高
に
饗
す
時
間
に
甚
し
く
支
配
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

愛
ひ
が
あ
る
。
然
し
之
も
コ
ー
ス
選
定
の
際
に
比
較
的
周
到
な
注
意

を
以
て
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
弊
は
或
程
度
ま
で
（
若
し
弊
あ
り
と
す

れ
ば
）
除
く
難
が
出
来
る
と
恩
ふ
。

要
す
る
に
長
距
離
に
全
力
を
誰
さ
ん
ざ
す
る
な
ら
ば
、
我
々
が
行

ふ
く
言
競
走
の
．
ｉ
ス
は
、
第
三
の
場
合
が
最
も
望
ま
し
い
も
の
で

あ
る
。
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
で
は
二
○
キ
．
ロ
乃
至
五
○
キ
ロ
が
、
フ
ィ
ン

・
ラ
ン
ド
あ
た
り
で
も
六
○
キ
ロ
長
距
離
競
走
が
熊
ん
に
行
は
れ
て
居

る
。
其
他
名
地
の
競
技
倉
に
於
て
も
今
後
長
距
離
競
走
が
続
々
重
き

と
せ
ら
れ
つ
上
あ
る
今
日
で
あ
る
か
ら
、
我
だ
が
雛
も
ノ
ル
マ
ル
な

ろ
も
の
一
こ
認
む
く
き
は
こ
の
第
三
の
型
に
入
る
べ
き
コ
ー
ス
で
は
な

か
ら
う
か
。

更
に
こ
の
第
三
の
コ
ー
ス
の
優
越
黙
を
築
け
て
見
る
に
、
か
上
る

コ
ー
ス
を
走
る
も
の
と
し
て
練
習
す
る
時
は
、
そ
の
練
習
法
に
極
め

て
零
易
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
一
ス
ロ
ー
プ
を
全
通
力
で
織
り

全
通
力
で
淵
降
す
る
と
い
ふ
簡
邸
な
る
練
需
と
平
地
淵
走
と
が
、
従

だ
有
効
的
な
練
雷
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
如
何
な
る
長
距
離
コ
ー

IＩＳ

二＝二三

一

長
さ
の
森
林
滑
走
が
含
ま
れ
て
居
る
と
よ
い
。
」
一
ご
あ
る
。
唯
之
に
は

平
地
及
び
ア
ッ
プ
ヒ
ル
が
必
要
と
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
の
が
異
る
所
で

あ
る
。
こ
の
種
の
コ
ー
ス
は
錐
一
の
場
合
の
も
の
を
排
し
て
も
、
選

び
得
る
価
値
が
充
分
あ
る
と
忠
ふ
。
然
し
之
も
四
キ
ロ
内
外
の
中
距

離
コ
ー
ス
さ
し
て
な
ら
癖
易
で
あ
ら
う
が
、
長
距
離
に
通
川
し
や
ぅ

さ
す
る
と
そ
の
選
定
は
益
だ
困
難
と
な
る
。
叉
之
は
中
距
離
の
場
合

で
あ
っ
て
も
、
競
走
を
行
ふ
上
に
つ
い
て
多
大
の
不
便
の
件
ふ
の
は

第
一
の
コ
ー
ス
以
上
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
そ
の
コ
ー
ス
の
性
墜

上
、
出
謹
鮎
一
へ
」
ゴ
ー
ル
と
は
甚
し
く
祁
距
る
億
め
、
雨
地
に
於
け
る

連
絡
、
叉
は
出
装
紬
に
於
て
の
選
手
休
養
設
備
等
が
全
く
恩
ふ
や
ぅ

に
な
ら
な
い
。
川
の
中
腹
等
で
一
寸
気
獅
の
低
い
風
の
あ
る
日
に
、
・

ブ
ル
人
、
農
へ
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
前
の
種
々
の
準
備
等
を
や
る
の
は

除
り
感
心
出
来
ぬ
。

第
三
の
場
合
は
、
そ
の
コ
ー
ス
は
蓮
延
た
る
丘
陵
地
を
最
も
可
と

す
る
の
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ス
と
し
て
は
鼓
も
長
距
離
の
も
の
を
取
り

得
ろ
。
コ
ー
ス
を
サ
ー
ク
ル
に
す
れ
ば
、
第
一
の
コ
ー
ス
ざ
同
様
に

ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
と
は
或
稚
度
ま
で
フ
リ
ー
で
あ
っ
て
、
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
も
競
技
係
役
貝
と
し
て
も
極
め
て
好
都
合
で
あ
る
。
こ
の

種
の
コ
ー
ス
で
有
病
な
の
は
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
競
技
曾
に
於
け
る
ホ

ル
メ
ン
コ
ル
を
出
で
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
に
蹄
る
五
五
キ
ロ
長
距
離
競

走
の
コ
ー
，
ス
で
あ
る
。
之
は
途
中
数
個
の
湖
水
、
満
さ
五
○
○
米
内

外
の
ヒ
ル
に
牢
皿
な
る
地
形
を
も
加
へ
、
肌
つ
森
林
急
坂
等
の
稲
川

ス
も
第
三
の
場
合
に
隙
て
は
ま
っ
て
居
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
全
コ

ー
ス
は
交
互
に
綴
く
ア
ッ
プ
ヒ
ル
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
レ
ヴ
ェ
ル
の
少

し
く
複
雑
な
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
レ
ー
ス
を
練
習
せ
ん
と

す
る
時
は
、
淵
降
を
行
ふ
偏
の
登
行
は
競
走
練
著
と
い
ふ
方
而
よ
り

見
れ
ば
大
部
無
意
味
の
も
の
一
へ
）
な
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

以
上
の
如
く
、
ス
キ
ー
レ
ｉ
シ
ン
グ
を
な
す
に
常
り
、
そ
の
競
走

の
性
交
を
充
分
考
臆
し
た
後
、
そ
の
競
走
に
謝
し
肢
も
加
似
は
し
い

コ
ー
ス
を
決
定
す
る
こ
と
は
確
か
に
重
要
な
こ
さ
で
あ
る
。
そ
し
て

或
全
団
的
に
行
ふ
や
う
な
大
倉
に
於
て
は
，
之
わ
ル
ー
ル
と
し
て
定

め
て
お
く
の
は
常
然
の
索
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ

に
於
け
あ
コ
ー
ス
は
、
そ
の
開
催
地
に
如
何
な
る
愛
化
あ
る
と
も
、

そ
の
型
を
一
定
に
し
て
お
く
な
ら
ば
（
開
催
地
愛
換
の
是
非
は
別
問

題
さ
し
て
）
こ
の
コ
ー
ス
よ
り
現
は
れ
た
レ
コ
ー
ド
は
雄
も
椛
威
あ

る
も
の
で
あ
る
。

川
競
走
の
時
期
及
び
場
所
、

次
に
ス
キ
ー
競
技
（
ジ
ャ
ン
プ
等
も
含
む
）
を
行
ふ
べ
き
時
期
及

び
場
所
が
軽
覗
し
得
な
い
問
題
で
あ
る
。

之
は
雪
硬
と
天
候
と
に
雄
も
密
接
の
開
係
を
お
し
て
届
る
。
即
ち

場
所
も
時
期
も
弊
硬
花
第
一
膝
件
と
し
て
定
め
る
の
が
、
ス
キ
ー
術

ぐ
』
い
ふ
方
而
か
ら
考
へ
て
最
も
至
常
の
方
法
で
あ
ら
う
握
り
し
め
て

叩
一

水
が
ポ
タ
人
、
落
ち
る
や
う
な
雲
は
全
然
問
題
に
す
る
に
足
ら
ぬ
が

た
一
こ
へ
理
想
的
の
雪
さ
ま
で
行
か
す
と
も
、
比
較
的
粉
雪
を
得
る
に

困
難
を
感
じ
な
い
時
及
び
場
所
を
以
て
満
足
し
て
好
い
で
あ
ら
う
。

先
づ
時
期
の
方
か
ら
考
へ
て
兄
る
と
土
一
月
は
雪
の
好
い
率
は
確

か
で
あ
る
が
除
り
に
早
い
。
叉
零
猛
そ
の
も
の
は
望
ま
し
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、
十
二
月
は
積
雲
並
の
不
定
さ
い
ふ
事
に
左
右
せ
ら
れ
易

く
之
が
競
技
に
支
障
を
来
す
こ
と
も
少
く
な
い
ｃ

一
月
は
雪
礎
は
妓
良
で
稀
毒
欣
態
も
制
合
に
ノ
ル
ー
、
ル
で
あ
る
。

そ
し
て
北
海
道
で
も
終
日
そ
の
審
痩
を
殆
ど
愛
化
せ
し
め
ぬ
側
が
少

く
な
い
。
二
月
も
祇
雲
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
北
海
道
に
あ
っ
て
は

十
日
以
後
と
な
る
と
山
岳
は
別
さ
し
て
甚
し
い
雪
質
の
愛
化
を
来
す

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
好
き
日
は
槻
暖
な
る
上
に
罪
礎
も
好
く
、
一
月
に

優
る
日
も
あ
る
が
、
我
々
が
粘
若
雲
に
苦
し
む
は
こ
の
月
で
あ
る
。

ス
キ
ー
の
生
命
た
る
滑
走
を
不
愉
快
な
ら
し
む
る
や
フ
な
碑
礎
の
比

較
的
多
い
と
兄
な
さ
る
二
月
中
旬
以
後
は
（
北
海
逆
に
於
て
）
既
に

通
い
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
樺
太
或
は
加
勝
の
揃
度
を
布
す
る
土
地
は

二
″
さ
雌
も
良
好
な
韓
質
を
殆
ど
不
愛
な
ら
し
め
て
居
る
や
う
だ
。

三
月
は
粘
蒋
雲
の
苦
し
み
は
な
い
が
、
日
々
融
解
を
繰
返
し
か
け

た
雲
は
、
登
山
者
に
封
し
て
は
而
白
い
一
日
の
零
愛
の
愛
化
海
典
へ

る
小
が
総
て
得
ぬ
所
で
あ
る
が
、
我
々
競
走
を
な
さ
ん
ざ
奇
る
も
の

を
満
足
せ
し
め
得
る
日
は
殆
ど
な
い
。
叉
ジ
ャ
ン
プ
、
ス
ラ
ロ
・
‐
‐
ム

等
の
み
な
ら
ば
斜
面
が
北
而
或
は
森
林
の
状
態
如
何
に
よ
っ
て
、
通

1１７2０



は
ス
キ
ー
術
な
る
も
の
に
射
し
最
も
細
似
は
し
い
も
の
で
あ
る
と
忠

ふ
○
次
に
場
所
で
あ
る
が
之
は
勿
論
ジ
ャ
ン
プ
を
行
ふ
場
所
ざ
同
一
地

鮎
を
中
心
と
す
る
の
が
常
然
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
腿
で
も
ジ
ャ
ン
プ

及
び
レ
ー
シ
ン
グ
を
行
ふ
場
所
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
土
地
に
権
威
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
裏
及
び
、
可
成
目
的
に
適
っ
た
ク
ロ

ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ｉ
の
コ
ー
ス
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
野

が
悪
く
て
は
ジ
ャ
ン
プ
は
競
走
以
上
危
険
で
あ
る
。
レ
コ
ー
ド
の
悪

い
の
も
勿
論
の
事
、
我
々
は
そ
の
地
の
雪
質
を
度
外
覗
し
て
競
技
地

を
次
す
る
聯
は
出
来
な
い
。
然
し
な
が
ら
搭
所
で
附
く
殆
ど
凡
て
の

私
的
の
競
技
に
於
て
は
別
と
し
て
、
荷
も
全
閥
的
に
行
ふ
競
技
地
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
英
団
が
ス
キ
ー
選
手
権
大
倉
を
ス
ゥ
ィ
ス
で
開

催
す
る
の
一
事
を
老
ふ
れ
ば
．
之
に
鋤
す
る
問
題
は
史
に
談
論
す
る

除
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
メ
キ
ー
地
に
鋤
す
る
智
誰
の
な
い
私
は
果

し
て
何
れ
の
地
が
雄
も
競
技
地
と
し
て
便
盆
多
く
、
且
つ
絶
好
の
雲

礎
を
よ
り
多
く
保
有
す
る
か
を
知
ら
な
い
。
従
っ
て
之
に
つ
い
て
詳

細
に
互
っ
て
述
べ
る
向
山
を
持
た
ぬ
の
は
遥
憾
で
あ
る
。

以
上
述
べ
し
如
く
、
競
技
地
は
定
ま
り
期
日
も
快
走
し
矯
め
に
そ

の
地
の
零
礎
斜
而
の
状
態
等
が
明
か
さ
な
り
、
更
に
レ
ー
シ
ン
グ
コ

ー
ス
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
ア
ッ
ブ
ヒ
ル
、
レ
ヴ
エ
ル
三
献
態
の
結
合
状

態
を
も
決
定
し
そ
の
コ
ー
ス
に
雁
す
る
ス
キ
ー
術
の
研
究
が
容
易
と

な
っ
た
と
す
れ
ば
、
ラ
ン
ナ
ー
は
常
に
そ
の
心
し
て
紳
蒋
に
没
倒
し

之
で
中
心
と
な
る
べ
き
規
定
に
つ
い
て
は
述
べ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
が
更
に
こ
の
記
事
の
乱
雑
と
な
る
の
を
も
職
み
ず
に
、
更
に
患

文
を
掲
げ
ん
と
す
あ
の
は
、
ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
コ
ー
ス
に
封

す
る
一
展
細
い
問
題
に
つ
い
て
こ
の
機
命
を
柿
へ
ん
と
し
た
の
で
あ

る
。
即
ち
コ
ー
ス
が
根
本
的
に
有
す
べ
き
惟
件
は
決
定
し
た
之
に
よ

っ
て
競
技
主
催
者
は
コ
ー
ス
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

聯
コ
ー
ス
選
定
滞
が
疫
地
に
淵
っ
て
周
到
の
注
意
を
必
要
と
す
る
の

で
あ
る
が
跡
そ
の
注
意
の
中
で
も
殊
に
重
要
な
細
規
定
と
し
て
で
も

定
め
て
．
お
き
た
い
程
の
事
柄
が
あ
る
。
之
を
以
下
私
は
先
に
述
べ
た

第
三
の
場
合
の
コ
ー
ス
を
認
定
す
る
も
の
と
し
て
述
べ
て
行
き
た
い

先
づ
選
定
に
勝
っ
て
、
ア
ブ
ノ
ル
マ
ル
な
コ
ー
ス
は
絶
劉
に
避
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
通
常
な
る
雪
溌
を
有
す
お
所
で
は
ス
キ
ー
に
適
せ

ぬ
斜
而
は
極
め
て
少
く
、
庶
崩
、
断
崖
、
水
中
落
下
の
危
険
あ
る
所
も

蝋
に
ス
キ
ー
ン
グ
と
い
ふ
方
而
か
ら
兄
た
な
ら
ば
、
そ
う
鋪
を
留
む

勝
な
る
蝶
も
得
る
が
・
稚
盆
燦
雑
な
る
地
形
を
走
る
上
に
於
て
は
滑

走
中
の
ス
キ
ー
を
撚
潤
な
ら
し
め
快
走
の
程
度
を
徒
し
く
減
進
せ
し

む
る
雲
に
辿
進
し
易
く
、
之
が
叉
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
極
め
て
不
愉

快
な
事
で
あ
る
。

結
局
私
は
北
海
逆
に
於
て
開
催
せ
ら
る
，
ス
キ
ー
競
技
曾
は
、
天

候
の
最
も
不
定
で
雲
溌
の
少
い
十
二
月
、
雪
質
悪
化
の
三
月
下
旬
及

び
三
月
を
除
い
て
、
一
月
よ
り
二
月
初
旬
の
間
に
行
は
る
典
時
は
最

も
幸
禰
な
競
技
含
と
し
て
終
り
得
る
と
忍
ふ
。
叉
こ
の
時
期
は
、
全

国
的
に
行
ふ
大
含
に
於
て
は
、
そ
の
開
催
地
の
何
庭
に
開
せ
ず
、
畢
生

情
史
賛
業
家
等
の
全
て
の
範
囲
の
人
が
フ
リ
ー
な
る
畔
ぞ
選
ぶ
が
雌

も
常
を
得
て
ゐ
る
と
恩
ふ
。
こ
の
意
味
に
於
て
英
剛
ス
キ
ー
倶
楽
部

が
毎
年
ス
ウ
ス
で
行
ふ
競
技
含
の
期
日
に
封
す
る
規
定
は
私
の
最
も

窓
を
得
た
も
の
で
あ
あ
。
「
選
手
椎
大
命
は
一
月
一
円
よ
り
十
五
Ｈ
ま

で
の
間
に
畢
行
せ
ら
れ
る
。
ク
ロ
ッ
ス
ヵ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ｉ
の
競
走

は
出
来
る
な
ら
ば
一
月
十
日
以
前
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
決
し
て
十

五
日
以
後
に
延
期
す
る
郡
は
な
い
ｏ
」
と
あ
る
。
叉
北
厭
其
他
で
行
は

れ
て
居
る
搭
種
ス
キ
ー
大
命
も
大
抵
一
月
か
ら
二
月
初
旬
藍
で
浪
最

も
多
く
、
二
月
下
旬
之
に
次
ぎ
、
三
月
に
於
て
の
薯
名
な
る
ス
キ
ー

競
技
令
は
瓶
め
て
ま
く
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
粉
零
中
心

主
義
の
競
走
が
行
は
る
よ
と
す
れ
ば
、
ラ
ン
ナ
ー
の
之
に
封
す
る
研

究
は
全
て
ス
キ
ー
に
せ
よ
ワ
ッ
ク
ス
に
せ
よ
杖
に
至
る
ま
で
粉
雪
を

標
準
ざ
し
て
潟
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
粉
騨
主
義

こ
の
合
理
的
一
一
）
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
競
走
の
謹
遥
を
更
仁
堅
筏
な
も
の

一
へ
）
す
る
こ
と
が
川
来
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、
我
幽
ク
ロ
ッ
ス
ヵ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
界
は
完
全
に
統
一
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
つ
の
目
標

に
向
ふ
て
進
む
こ
ぐ
）
が
出
来
る
。

べ
き
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
よ
る
場
所
が
コ
ー
ス
内
に
入
る

と
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
一
考
を
要
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
悠
々

と
滞
降
を
や
っ
て
届
る
時
で
さ
へ
も
恨
諏
に
渡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
雲
橋

⑨｡】
一二一

殆
ど
ラ
ン
ナ
ー
を
責
む
る
事
の
出
来
ぬ
程
の
些
少
の
過
失
で
さ
へ
も

プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ

断
雌
よ
り
落
下
し
得
る
公
算
あ
ち
コ
ー
ス
、
叉
は
雲
崩
れ
得
べ

き
機
含
を
多
く
右
し
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
の
地
通
過
に
勝
っ
て
迂
回
コ
ー

ス
を
取
る
や
否
や
に
つ
い
て
甚
だ
熟
考
を
要
す
る
場
所
等
は
、
全
て

ラ
ン
ナ
ー
が
辿
る
べ
く
選
ば
れ
る
コ
ー
ス
と
し
て
そ
の
篭
絡
な
き
も

の
で
あ
る
。
優
秀
な
タ
イ
ム
淀
表
は
し
っ
と
滑
走
し
て
来
て
疲
携
せ

る
ラ
ン
ナ
ー
が
、
極
め
て
倣
少
の
過
失
に
よ
っ
て
そ
の
注
意
を
要
す

べ
き
場
所
で
他
の
ラ
ン
ナ
ー
に
誌
一
だ
し
い
通
れ
を
取
っ
た
と
し
て
も

そ
の
場
合
ラ
ン
ナ
ー
に
も
罪
は
あ
る
も
の
Ｌ
、
コ
ー
ス
選
定
満
と
し

て
も
そ
の
コ
ー
ス
に
鋤
す
る
黄
任
を
直
は
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

而
も
コ
ー
ス
選
定
に
勝
っ
て
、
こ
の
種
の
注
意
は
重
要
な
ろ
も
の
上

極
め
て
僅
か
の
努
力
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
に
欠
紬
な
き
を
期
す
る
こ
さ

が
出
来
る
。
要
す
る
に
コ
ー
ス
選
定
者
が
選
定
の
際
に
コ
ー
ス
に
謝

し
て
抱
く
考
へ
と
、
ラ
ン
ナ
ー
が
競
走
の
時
に
コ
ー
ス
に
封
し
抱
く

孝
へ
ざ
は
．
全
く
細
離
っ
て
し
ま
ひ
勝
ち
の
も
の
で
あ
ら
さ
い
ふ
こ

さ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
ス
キ
ー
使
用
の
範
園
外
に
出
で
や
う
と
す
る
、
密
茂
せ
る
森

林
、
開
脚
蕉
行
、
機
奈
行
、
（
六
尺
以
上
の
長
さ
の
ス
キ
ー
を
以
て
）

を
肖
許
さ
堂
る
礎
の
独
杯
の
念
斜
而
の
蕊
行
を
右
す
る
コ
ー
ス
も
避

叫
一

く
べ
き
は
勝
然
の
事
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
全
コ
ー
ス
を
ば
ス
キ
ー
に

て
走
ら
し
め
ん
と
す
る
が
ク
ロ
ッ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
で
あ
る
以

上
、
ス
キ
ー
利
用
範
圃
外
に
脇
す
る
地
形
の
コ
ー
ス
内
に
表
は
れ
る

ｒ
、
『
し
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山
斜
而
と
の
距
離
の
差
は
可
成
少
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
は

全
コ
ー
ス
十
キ
ロ
中
、
三
キ
ロ
が
平
地
七
キ
ロ
が
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
及
び

ア
ッ
プ
ヒ
ル
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
内
一
一
一
、
五
キ
ロ
は
左
山
斜

而
、
三
、
五
キ
ロ
は
右
川
斜
面
な
る
か
、
或
は
そ
の
一
部
或
は
全
体
が

髄
際
の
戒
登
行
而
叉
は
価
淵
降
而
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
問
題

は
絶
勤
に
粘
確
を
期
す
る
聯
は
不
可
能
で
あ
る
が
。
こ
の
意
味
を
了

解
し
て
選
ば
れ
た
コ
ー
ス
は
、
可
成
左
川
ラ
ン
ナ
ー
に
取
っ
て
も
、

右
山
ラ
ン
ナ
ー
に
さ
っ
て
も
公
平
な
る
も
の
に
近
い
で
あ
ら
う
。
ダ

ウ
ン
ヒ
ル
ア
ッ
プ
ヒ
ル
共
に
全
て
右
山
で
あ
っ
た
り
左
川
で
あ
っ
た

り
し
た
郡
は
、
過
去
の
競
走
に
於
て
蝉
あ
る
。
之
よ
り
は
鼠
の
意
味

に
於
て
の
公
平
が
鐙
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
こ
上
に
幾
分
な
り
直
も
公
平
花
期
す
る
偏
に
そ
の
概
略
海
述
べ

た
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
脈
の
精
確
を
期
す
る
偏
に
は
、
虹
に
一
般
競

走
滞
諸
君
の
細
に
亙
っ
て
の
研
究
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
左
山

ア
ヅ
プ
ヒ
ル
、
と
右
山
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
右
山
ア
ッ
プ
ヒ
ル
さ
左
山
ダ

ウ
ン
ヒ
ル
と
の
開
係
に
封
し
て
は
，
私
は
今
何
等
ま
と
ま
っ
た
孝
へ

を
右
し
な
い
。
従
っ
て
こ
＆
に
そ
の
詳
細
を
述
べ
る
事
は
出
来
な
い

の
で
あ
る
。

こ
さ
は
絶
封
に
許
さ
な
い
。

叉
続
道
等
が
コ
ー
ス
に
取
ら
る
上
こ
と
も
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
妓

走
の
隙
馬
権
其
他
の
も
の
、
特
に
橋
梁
通
過
に
於
て
そ
の
妨
害
を
受

け
る
の
は
、
ラ
ン
ナ
ー
に
取
っ
て
少
か
ら
ざ
る
傷
手
な
る
と
共
に
、

競
走
が
通
行
人
に
封
し
て
典
ふ
る
妨
害
を
も
考
へ
ぬ
わ
け
に
は
い
か

な
い
ｏ
擬
蓮
さ
コ
ー
ス
と
が
交
叉
す
る
如
き
事
は
迦
く
得
べ
か
ら
ざ

る
事
で
あ
る
が
、
こ
の
道
路
の
凹
凸
は
け
し
き
所
を
ラ
ン
ナ
ー
に
走

ら
し
む
る
は
維
劉
に
避
く
べ
き
事
で
あ
る
。
本
年
二
月
に
行
は
れ
た

小
樽
の
全
国
ス
キ
ー
選
手
椎
大
倉
に
於
て
は
、
一
キ
ロ
レ
ー
ス
以
外

は
そ
の
コ
ー
ス
は
成
る
べ
く
帳
道
の
上
を
走
る
や
，
に
定
め
ら
れ
て

あ
っ
た
。
あ
の
コ
ー
ス
に
就
い
て
一
寸
考
へ
た
者
は
直
ち
に
、
蓮
路

を
走
る
な
ら
ス
キ
ー
で
な
く
て
充
分
だ
と
云
ひ
た
く
な
る
。
勿
論
全

部
が
通
路
を
コ
ー
ス
に
取
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
外
而
に
は

そ
の
欠
靴
は
明
か
に
表
は
れ
な
か
っ
た
や
う
に
記
憶
し
て
ゐ
る
。
ノ

ｉ
ル
ウ
エ
ー
あ
た
り
で
や
っ
て
居
る
競
走
で
も
、
そ
の
コ
ー
ス
は
道

路
と
交
叉
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
道
路
と
平
行
に
走
っ
て
ゐ
る
こ

と
さ
へ
も
禁
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
英
国
ス
キ
ー
選
手
椎
大
含
の
ジ
ャ
ッ

ヂ
に
謝
す
る
訓
令
と
し
て
そ
の
一
部
に

「
艶
〕
］
）
昌
一
・
胃
｝
る
っ
（
）
一
二
塊
っ
”
一
ら
二
一
（
一
一
〕
の
己
っ
長
帝
員
。
皇
．
」

と
あ
る
。

又
こ
上
に
注
意
す
べ
き
は
、
先
に
述
べ
た
英
閣
ス
キ
ー
倶
楽
部
の

コ
ー
ス
規
定
に
も
あ
っ
た
通
り
、
コ
ー
ス
が
適
溌
の
森
林
、
困
難
な

て
は
帆
か
な
笹
験
そ
の
他
前
例
も
な
く
、
全
く
こ
の
問
題
に
濁
し
て

は
自
信
は
な
い
の
で
あ
る
が
‐
単
に
私
の
毒
へ
さ
し
て
紹
介
す
る
に

止
い
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

晶
後
に
私
は
コ
ー
ス
選
定
に
勝
っ
て
、
左
山
或
は
右
山
斜
而
と
い

●

ふ
鞭
に
つ
い
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
忠
ふ
。
大
抵
の
ラ
ン
ナ
ー
は

充
山
及
び
右
山
に
謝
し
て
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
否
左

山
方
川
両
方
に
封
し
て
、
滑
降
に
於
て
盗
行
に
於
て
同
一
コ
ン
デ
シ

ョ
ン
を
以
て
な
し
得
る
人
は
殆
一
ご
無
い
と
云
の
て
も
過
言
で
あ
る
ま

い
。
即
ち
長
い
頂
滑
降
に
あ
っ
て
我
々
が
前
足
ス
キ
ー
を
時
に
交
替

さ
す
は
、
艇
を
行
ふ
所
で
あ
る
が
、
最
も
多
く
の
場
合
前
出
脚
さ
な

る
の
は
大
抵
決
ま
っ
て
居
る
。
叉
念
斜
而
に
あ
っ
て
は
そ
の
バ
ー
ン

に
制
限
な
き
限
り
ラ
ン
ナ
ー
は
全
く
純
秤
な
厳
格
な
意
味
の
直
滑
降

を
な
す
者
は
少
い
。
大
抵
そ
の
人
に
よ
っ
て
左
か
右
か
何
れ
か
の
斜

滑
降
に
幾
分
近
づ
い
て
届
る
。
叉
或
斜
而
を
同
様
の
披
価
を
有
す
る

ラ
ン
ナ
ー
が
斜
瀦
降
す
る
時
に
は
必
ず
自
然
と
そ
の
ラ
ン
ナ
ー
の
パ

ー
テ
ィ
は
二
つ
に
分
れ
ん
ざ
す
る
傾
向
を
示
す
。
左
川
斜
而
の
蚕
行

に
噛
っ
て
、
左
川
を
得
意
と
す
る
ラ
ン
ナ
ー
が
ラ
ッ
セ
ル
と
な
っ
た

聯
は
、
之
に
細
く
右
川
ラ
ン
ナ
ー
は
一
薪
に
ラ
ッ
セ
ル
に
劣
ら
ぬ
苦

心
を
粋
め
る
。
た
一
こ
へ
訓
練
せ
ら
れ
た
登
山
隊
に
あ
っ
て
も
之
は
右

り
勝
ち
の
事
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
一
段
の
注
意
を
排
ふ
時
、
．
ｉ
ス
の
決
定
も
更
に
迂
淵

に
や
れ
な
く
な
る
。
即
ち
コ
ー
ス
を
概
見
す
る
時
、
左
山
斜
而
と
右

－一

以
上
競
走
者
が
練
習
に
際
し
て
根
本
と
な
る
べ
き
規
定
即
ち
ル
ー

ル
に
就
い
て
述
べ
？
更
に
コ
ー
ス
選
定
に
際
し
差
鴬
り
必
要
と
思
ふ

注
意
を
架
け
た
。
こ
の
琴
へ
が
幾
分
で
も
ク
ロ
ッ
『
〈
か
ン
ト
リ
ー
淀

一

る
地
形
を
含
む
こ
と
か
必
要
で
あ
る
。
こ
上
で
云
ふ
森
林
と
は
ス
ラ

ロ
ー
ム
等
に
適
し
た
茂
み
を
有
す
る
森
林
で
あ
っ
て
、
之
も
監
覗
員

が
監
覗
の
都
合
上
雀
し
く
長
く
て
は
い
け
な
い
。
叉
困
難
な
る
所
と

い
っ
て
も
、
ス
キ
ー
使
用
範
圃
に
も
わ
た
ら
ん
と
す
る
地
形
で
な
い

こ
と
は
勝
然
の
率
で
あ
る
。

次
に
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
及
び
ア
ッ
ブ
ヒ
ル
の
ス
ロ
ー
プ
の
緩
急
の
程
度

は
何
を
標
準
と
し
て
と
る
が
最
も
好
い
か
の
閥
題
で
あ
る
。
困
難
な

る
地
形
を
必
要
と
す
る
以
上
、
或
雅
膜
ま
で
の
念
斜
而
即
ち
一
一
千
座

位
の
ス
ロ
ー
プ
も
一
部
分
必
要
で
あ
る
が
、
之
も
極
端
な
ラ
ン
ナ
ー

の
危
険
等
を
誘
致
す
る
稚
の
地
形
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
全
体
ご

し
て
は
瀧
り
に
念
斜
而
を
作
あ
こ
と
は
絶
勤
に
必
要
な
く
、
反
っ
て

ダ
ウ
ン
ヒ
ル
を
緩
く
し
た
方
が
好
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
念
斜
而
（
比
較

的
短
い
時
）
に
於
て
よ
り
も
綾
斜
而
に
於
け
る
方
が
、
ラ
ン
ナ
，
Ｉ
の

按
価
に
よ
っ
て
タ
イ
ム
の
差
が
現
は
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
，
忌
思
は

れ
る
。
縛
倒
は
決
し
て
急
斜
而
の
み
で
最
も
多
く
起
る
と
は
限
ら
ぬ

叉
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
を
緩
く
し
て
、
プ
ッ
プ
ヒ
ル
を
比
較
的
急
に
す
る
郡

は
滑
度
の
大
な
る
ス
キ
ｉ
に
封
し
て
都
合
よ
き
の
み
な
ら
ず
、
ア
ッ

ブ
ヒ
ル
に
要
す
る
タ
イ
ム
と
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
に
要
す
る
タ
列
ム
と
の
差

を
可
成
小
な
ら
し
め
得
る
も
の
ら
し
い
。
之
は
私
が
競
技
中
叉
は
競

走
を
見
て
ゐ
た
最
中
に
感
じ
た
躯
で
あ
っ
て
，
急
斜
而
の
登
行
よ
り

は
長
い
綾
斜
而
の
釜
打
の
方
が
ラ
ン
ナ
ー
に
取
っ
て
悲
術
ら
し
い
。

殊
に
洲
度
大
な
る
ス
キ
ー
使
用
の
際
に
そ
う
忠
は
れ
る
。
之
に
鋤
し

､
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ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
が
日
木
の
ス
キ
ー
界
に
涯
行
さ
れ
た
の
は
近
々

一
雨
年
前
か
ら
の
事
で
あ
る
Ｊ
し
か
し
厭
州
で
は
矢
張
こ
の
蓮
の
先

進
閲
で
あ
る
丈
に
幾
分
我
が
閥
よ
の
早
く
行
は
れ
た
が
筒
他
の
ス
キ

ー
の
競
走
に
比
較
す
る
と
終
だ
通
れ
て
ゐ
る
感
が
あ
る
。
こ
れ
は
ス

ラ
ロ
ー
ム
競
走
は
在
際
行
は
ん
と
す
る
場
合
に
搭
諏
の
支
障
が
生
ず

る
侭
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
ス
キ
ー
界
の
進
歩
ご
共

に
其
の
競
走
的
方
而
に
於
て
粁
赫
の
弊
害
も
明
と
な
り
そ
の
悪
風
を

矯
正
す
る
紬
に
於
て
叉
は
ス
キ
ー
術
の
進
歩
向
上
の
方
面
に
於
て
も

こ
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
必
要
を
認
め
ら
れ
た
傭
欧
州
大
陸
で
は
ス

キ
ー
界
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
支
障
を
補
正
し
て
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
を
盛

に
行
ひ
つ
里
あ
る
の
で
あ
る
。
以
上
支
障
の
生
ず
る
理
曲
及
ス
ラ
ロ

ー
ム
競
走
の
詳
細
は
以
下
述
に
べ
ん
さ
す
る
の
で
あ
る
が
こ
の
記
躯

は
主
と
し
て
三
三
警
、
蚕
・
感
冒
．
胃
。
］
〈
］
｛
）
臆
の
ア
ー
ノ
ル
ド
ラ

ン
氏
の
《
《
聖
）
劃
］
⑦
。
。
旨
］
）
畠
○
二
曽
昌
の
胃
。
三
房
震
ｇ
ご
な
る
記
事
の
抄
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録
に
貧
弱
な
が
ら
私
の
擬
峨
及
意
見
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
来
ス
キ
ー
界
の
競
走
を
見
る
と
登
行
競
走
平
地
滑
走
競
走
は
主

さ
し
て
筋
肉
及
肺
の
力
の
競
走
で
滑
降
競
走
は
主
と
し
て
面
淵
降
の

競
走
で
あ
る
。
術
こ
の
外
障
害
物
中
の
滑
走
に
際
し
て
ス
キ
ー
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
競
走
筒
以
上
の
二
粁
中
に
加
へ
ら
る
べ
き
も
の
ざ

欧
州
で
は
考
へ
ら
れ
て
居
っ
た
偽
に
所
詔
第
一
階
級
の
ス
キ
ー
術
に

は
一
般
の
決
議
の
結
果
次
の
四
本
攻
が
含
有
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

一
、
淵
降
競
走
、

二
、
障
害
物
中
の
競
走
、

三
、
安
定
皮
、

四
、
ス
キ
ー
の
こ
な
し
方
、

以
ｋ
の
凹
競
走
及
試
験
事
項
に
及
第
し
て
始
め
て
第
一
階
級
の
ス
キ

ー
家
と
し
て
一
般
か
ら
稲
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
滞
降
競
走
で
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は
こ
れ
等
の
個
要
業
を
充
分
試
し
祥
・
い
る
、
、
も
の
で
は
な
い
。
淵
降

競
走
は
主
に
直
滑
降
に
歯
を
典
へ
て
勝
る
が
障
害
物
中
の
方
向
縛
換

の
力
を
競
争
せ
し
め
る
難
は
洲
降
競
走
で
は
伽
難
で
あ
る
鯛
従
っ
て

こ
の
方
向
縛
換
の
力
を
試
す
競
走
は
妓
近
迄
願
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
其
れ
故
に
テ
レ
マ
ー
ク
や
ク
リ
ス
チ
ュ
ァ
ー
ー
ァ
等
の
タ
ー
ン

を
脈
川
し
て
滑
降
す
る
人
よ
り
は
披
術
は
拙
劣
で
も
杖
に
ま
た
が
り

叉
は
杖
に
体
堂
を
支
へ
て
所
謂
ガ
ン
パ
リ
で
頂
滑
降
し
た
人
の
方
が

肱
々
勝
利
を
沖
す
る
例
を
兄
屋
の
で
あ
あ
。
狂
際
急
勾
配
の
滑
降
競

走
で
は
杖
を
使
用
せ
す
に
直
滑
降
し
た
場
合
以
外
は
こ
の
方
法
瀞
探

川
し
た
方
が
方
向
縛
換
を
し
て
洲
降
し
た
場
合
よ
り
は
碓
に
迅
迩
で

あ
る
。
し
か
し
一
般
ス
キ
ｉ
界
で
は
滑
降
の
際
杖
に
ま
た
が
り
叉
は

杖
に
体
重
を
全
く
托
し
て
洲
降
し
た
の
よ
り
も
タ
イ
ム
は
遮
れ
て
も

む
し
ろ
女
ｉ
ニ
ン
グ
で
淵
降
し
た
場
合
の
方
が
遥
か
に
其
の
人
の
ス

キ
ー
技
術
の
優
秀
な
る
率
を
認
め
て
を
ろ
の
で
あ
る
。

こ
の
弊
害
を
除
去
す
る
偏
に
洲
降
競
走
で
杖
の
使
川
を
厳
焚
す
れ

ば
勝
利
肴
と
な
ら
ん
と
す
る
も
の
は
。
念
勾
配
の
ス
ロ
ー
プ
の
滑
降

に
は
罫
の
性
賞
に
適
膝
し
た
餐
諏
の
タ
ー
ー
ラ
グ
の
必
要
を
術
感
す

る
偏
に
こ
の
研
究
を
す
る
か
ら
従
っ
て
其
の
効
果
が
幾
分
あ
ら
は
れ

る
も
の
で
あ
る
。
商
速
度
の
演
淵
降
中
に
常
に
身
体
の
安
定
を
保
持

す
る
蝦
を
得
れ
ば
淵
降
競
走
の
妓
後
の
勝
利
粁
言
な
ろ
は
勿
論
で
あ

る
が
此
の
事
の
み
で
は
ス
キ
ー
術
の
全
部
を
一
の
ら
は
す
も
の
で
は
な

者
を
し
て
淵
降
せ
し
め
如
何
に
逃
に
目
標
の
周
剛
を
タ
ー
ン
し
つ
上

洲
降
す
る
か
を
競
走
せ
し
む
る
の
で
あ
る
」
。

前
述
の
難
頓
よ
り
兇
れ
ば
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
に
於
て
は
競
走
考
の
タ

イ
ム
を
測
定
す
る
事
は
競
走
の
第
一
僚
件
で
あ
る
が
筒
競
走
者
の
ス

タ
イ
ル
を
も
探
紬
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
が
起
っ
て
来

る
の
で
あ
る
。
粋
っ
て
英
閲
の
ス
キ
ー
大
倉
で
ス
タ
イ
ル
に
重
き
を

置
い
て
探
鮎
し
た
場
合
が
あ
っ
た
が
其
の
結
果
選
手
が
タ
ｉ
ン
を
な

す
甥
合
に
通
い
安
全
な
タ
ー
ン
ば
か
り
を
し
た
鰯
め
ス
ラ
ロ
ー
ム
競

走
か
徳
だ
振
は
な
か
っ
た
と
い
ふ
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
ス
タ
イ
ル
に
焼

り
龍
き
な
を
く
躯
が
不
可
な
る
躯
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
ス
タ

イ
ル
と
夕
湘
ム
を
半
半
に
探
黙
す
る
場
合
を
考
案
せ
ん
に
こ
れ
叉
欧

米
の
例
に
徴
す
る
に
各
祇
の
雛
問
題
に
衝
突
し
良
結
果
を
得
て
を
ら

ぬ
様
で
あ
る
。
其
れ
は
ス
キ
ー
術
は
７
イ
ギ
ュ
ァ
ス
ク
ー
チ
ン
グ
の

如
く
ス
タ
イ
ル
其
れ
自
身
に
重
き
を
置
く
べ
き
も
の
で
な
く
て
前
述

の
凹
蛭
素
が
其
の
透
き
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
蒋

人
は
初
心
者
に
は
良
好
な
ス
タ
イ
ル
を
進
め
る
様
に
努
む
く
き
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
も
外
槻
上
美
し
い
と
か
見
て
愉
快
で
あ
る
と
か
い
ふ
理
由
か

ら
で
は
な
く
立
派
な
ス
キ
ー
術
は
良
好
な
ス
タ
イ
ル
に
依
っ
て
完
成

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
理
由
の
も
と
に
之
れ
を
進
む
べ
き
も

の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
に
ス
タ
イ
ル
を
探
黙
す
る
と

い
ふ
躯
は
一
考
を
要
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
は
名
種
の
曲
覗
及
び
審

司
一

く
前
述
の
四
要
素
花
完
備
し
て
始
め
て
完
全
で
あ
る
の
で
洲
降
競
走

だ
け
で
は
こ
の
四
要
素
を
試
す
事
は
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
し

か
ら
ば
如
何
に
し
て
二
、
三
、
四
の
要
素
を
試
す
か
，
と
い
ふ
に
ス
ラ

ロ
ー
ム
競
走
に
よ
る
の
が
妓
善
の
方
法
で
あ
る
。

そ
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
レ
ー
ス
を
正
常
に
行
ふ
小
が
出
来
れ
ば
恰
点
第

一
要
素
が
競
走
の
最
良
の
要
素
で
あ
る
如
く
第
二
、
簾
三
、
第
四
の

要
素
は
こ
れ
に
よ
り
て
試
す
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
近
来
欧
州

大
陸
ス
キ
ー
界
に
於
て
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
は
ス
キ
ー
競
技
術
に
於
て

は
可
な
り
重
要
な
る
一
部
門
と
な
り
つ
ｋ
あ
り
、
叉
名
種
の
堂
が
是

れ
に
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
聞
く
に
つ
け
て
も
ス
キ
ー
競
技
界
に
出

場
す
る
に
は
若
干
通
れ
る
感
が
あ
る
が
ス
ラ
ロ
！
ム
競
走
は
重
要
な

ス
キ
ー
競
走
の
一
部
門
で
あ
る
事
は
盆
々
明
瞭
と
な
っ
た
の
で
あ

る
Ｏス
ラ
ロ
ー
ム
は
職
州
大
陸
で
噴
其
の
定
義
は
一
定
し
て
を
ら
ぬ
と
兄

え
テ
レ
マ
ー
ク
、
ク
リ
ス
チ
ア
ニ
ア
、
Ｌ
・
Ｓ
・
田
、
ジ
ァ
ム
ピ
ン
グ
タ

ー
ン
、
等
の
連
紺
洲
降
の
如
く
解
癖
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
れ
ば
テ
レ

マ
ー
ク
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ー
ァ
の
雨
若
の
連
結
滑
降
の
如
く
解
総
し
て

ゐ
る
朽
も
あ
る
様
に
兄
え
其
の
限
界
荘
だ
明
瞭
で
な
い
も
の
が
あ
る

し
か
し
主
と
し
て
行
は
れ
て
る
は
テ
レ
マ
Ｉ
ク
節
ク
リ
ス
チ
ァ
ー
ー
ァ

の
胴
巻
の
連
紬
滑
降
の
如
く
に
恩
は
れ
る
。

従
っ
て
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
定
義
と
も
云
ふ
く
き
も
の
は
即
ち
「
敷

多
の
同
標
（
多
く
は
族
を
川
ふ
）
を
配
列
し
て
あ
る
コ
ー
ス
を
競
走

判
者
の
導
断
が
生
ず
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
一

般
に
は
競
走
の
際
に
は
ス
タ
イ
ル
の
探
黙
を
せ
ぬ
方
が
便
利
で
あ
り

叉
変
際
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
に
参
加
す
る
傑
載
人
は
欧
州
大
雌
で
は
何

れ
も
皆
相
営
の
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
潟
と
ス
タ
イ
ル
の
標
準
を
定
め
る

事
の
附
難
と
い
ふ
鋤
が
ス
タ
イ
ル
探
鮎
を
せ
ぬ
様
に
せ
し
め
た
原
側

さ
な
る
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
を
行
ふ
に
儲
り
雲
の
性
愛
よ
り
槻
察
す
る

と
堅
野
上
で
行
ふ
場
合
と
戦
雲
上
で
行
ふ
場
合
、
ざ
の
二
つ
の
場
合

に
大
別
す
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て
堅
雲
上
の
場
合
に
は
岐
初
に
出

装
す
る
人
と
雌
後
に
出
綾
す
る
入
ど
の
間
に
起
る
各
稚
の
僚
件
の
兼

異
は
僅
少
で
あ
る
が
、
秋
雪
上
に
於
て
行
ふ
場
合
に
は
初
装
の
人
と

最
後
に
川
装
す
る
人
さ
の
間
に
生
ず
る
候
件
の
差
災
は
可
な
り
大
き

な
も
の
が
其
の
間
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
初
に
州
綾
す

る
人
は
新
雪
叉
は
疲
跡
の
少
な
い
雲
上
を
滑
降
す
る
事
が
出
来
る
の

で
タ
ー
ン
な
忠
ふ
ま
Ｌ
に
行
ふ
躯
が
出
来
る
。
こ
れ
に
反
し
て
雌
後

に
出
綾
す
る
者
は
中
間
に
出
褒
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら

れ
た
コ
ー
ス
を
タ
ー
ー
ー
ン
グ
を
行
っ
て
滑
降
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
不
利
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
更
テ
レ
マ
ー
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
は
ク
リ
ス
チ
ァ

ー
ー
ァ
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
比
し
其
の
影
奪
が
箸
る
し
い
の
が
替
迦
で
あ
る

何
れ
に
し
て
も
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
に
於
て
は
川
溌
の
順
序
を
定
め
る

抽
披
が
最
後
の
結
果
に
大
な
乙
影
響
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
欧
州
大
陸

で
は
一
時
大
分
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
ス
キ
ー
選
手
権
競
走
中
に
加
へ
る
か

邸
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否
や
に
就
て
議
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
峡
黙
は
堅
雲

の
場
合
は
前
述
の
如
く
問
題
さ
な
ら
ず
唯
峨
雰
の
場
合
に
の
み
問
題

と
な
る
故
核
鱒
の
際
に
も
川
装
の
順
序
を
決
定
す
る
抽
鍍
は
午
前
中

に
こ
れ
を
行
ひ
同
時
に
競
技
施
行
の
場
所
を
指
定
し
選
手
の
練
智
を

な
さ
し
め
、
時
に
は
右
志
を
募
り
零
を
踏
み
間
め
し
め
午
後
に
競
走

を
行
は
し
め
。
術
競
技
中
に
コ
ー
ス
の
撰
修
し
た
甥
所
は
頂
ち
に
修

理
せ
し
め
る
様
に
す
る
時
は
此
の
峡
鮎
の
大
部
分
は
解
決
し
得
る
も

の
で
あ
る
。

次
に
起
る
問
題
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
を
行
ふ
場
所
の
選
定
で
あ
る
が

場
所
は
な
る
べ
く
灰
く
ス
ロ
ー
プ
が
大
き
く
且
つ
愛
化
に
篇
む
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
妓
良
で
あ
る
。
競
技
場
の
大
さ
は
堅
雪
で
は
長
さ
一

二
○
米
軟
雲
で
は
三
○
○
米
位
の
も
の
は
愛
際
に
常
り
望
ま
し
い
程

度
で
あ
る
。
幅
は
三
○
乃
至
五
○
米
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
長
い
ス

ロ
ー
プ
を
要
求
す
る
は
各
種
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
行
は
し
め
同
時
に
種

々
溌
化
の
多
い
タ
ー
ン
を
採
用
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
ー
ス
は
二
本
の
旗
を
立
て
典
其
の
間
を
競
走
者
が
通
過
す
る
様

に
配
列
し
タ
ー
ン
は
族
の
外
側
で
行
は
し
め
決
し
て
内
側
で
行
は
し

む
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
二
本
の
族
に
依
っ
て
コ
ー
ス
を
決
定

せ
し
め
る
旗
の
配
列
法
は
他
の
族
の
配
列
法
に
比
し
競
走
が
満
潮
に

達
し
た
場
合
で
も
筒
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
ス
を
見
誤
る
聯
が
少
い
か
ら

で
あ
る
。
競
走
甥
に
隈
弊
が
得
ら
れ
ず
軟
騨
の
多
い
場
合
は
前
述
の

如
く
右
志
を
募
っ
て
罫
を
踏
み
岡
む
く
き
で
あ
る
が
こ
の
際
に
は
特

炉

－－－一一一一一－－ー
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一

で
茸

q，－．Ａ に
旗
の
附
近
の
雲
の
み
強
く
踏
み
固
め
る
必
要
は
無
い
の
で
あ
る
。

旗
は
選
手
が
ス
ロ
ー
プ
上
で
側
縛
し
易
い
様
な
場
所
に
配
世
す
る
の

が
幣
迩
で
あ
る
が
こ
れ
は
良
好
な
．
配
世
法
と
云
ふ
輔
が
出
来
ぬ
の
で

あ
っ
て
合
理
的
で
興
味
あ
る
配
列
法
を
な
す
に
は
タ
ー
ン
の
カ
ー
ブ

を
考
察
し
た
上
初
め
て
城
を
立
て
る
べ
き
位
置
を
決
定
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
今
タ
ー
ン
の
カ
ー
ブ
を
槻
察
す
る
一
へ
）
大
別
し
て
こ
れ
を
二

に
分
け
る
事
が
出
来
る
。

一
カ
ー
ブ
の
牟
椎
の
大
な
る
も
の
（
ロ
ン
グ
タ
ー
ン
）

二
カ
ー
ブ
の
牢
筏
の
小
な
る
も
の
（
シ
ョ
ゥ
ト
ク
ー
ン
）

第
１
岡
の
示
す
ざ
こ
ろ
は

腸
韓
国
）
毎
は
シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン

句
昌
冒
は
同
じ
く
シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
で
は
あ
る
が
カ
ー
ブ
間
に
前
よ

り
も
粘
倉
長
い
消
降
距
離
が
あ
る
。

Ｅ
［
甥
は
ロ
ン
グ
タ
ー
ン

ゴ
〆
曙
露
は
一
プ
レ
グ
ラ
ム
ヘ
篇
の
一
侭
冒
巨
）
さ
称
せ
ら
れ
る
怯
だ
長
い

ロ
ン
グ
タ
ー
ン

シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
で
は
ラ
ン
ナ
ｉ
は
タ
ー
ン
彰
完
成
し
た
後
に
唯
々

速
度
鈍
り
停
止
せ
ん
ざ
す
る
傾
向
あ
る
が
ロ
ン
グ
タ
ー
ン
で
は
こ
れ

に
反
し
カ
ー
ブ
間
の
滑
降
距
離
は
勾
配
の
念
激
な
偏
に
盆
々
速
力
が

加
は
る
の
で
あ
る
。
将
迦
一
般
の
需
悩
さ
し
て
は
殆
ん
ど
タ
ー
ン
の

後
停
止
せ
ん
と
す
る
様
な
シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
を
偽
さ
ん
た
め
こ
の
方

而
の
練
智
を
な
さ
ん
と
努
め
て
届
る
が
こ
れ
は
雁
に
悪
禰
世
で
あ
つ

勺
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へ
ら
れ
ぬ
邪
さ
な
る
。
換
言
す
れ
ば
速
度
が
恥
せ
ば
恥
す
ほ
一
ご
ラ
ン

ナ
ー
は
ス
キ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
巧
に
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
平
に
な

る
の
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
旗
の
配
知
の
巧
拙
に
よ
っ
て
良
好
の
ス
ロ
ー
プ
も
そ
の

効
果
を
あ
ら
は
さ
ぬ
事
も
叉
良
好
な
ら
ざ
る
ス
ロ
ー
プ
で
も
よ
く
利

川
す
る
事
が
洲
来
る
の
で
あ
る
か
ら
コ
ー
ス
の
決
定
に
際
し
て
は
注

意
し
て
な
る
べ
く
コ
ー
ス
が
踊
調
に
な
ら
ぬ
様
に
心
懸
く
べ
き
も
の

で
あ
あ
。
即
ち
念
勾
配
に
急
激
な
シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
を
叉
は
ロ
ン
グ

タ
ー
ン
殊
更
に
テ
レ
グ
ラ
ム
等
の
カ
ー
ブ
を
探
川
し
て
ラ
ン
ナ
ー
を

競
走
せ
し
む
れ
ば
一
僻
効
果
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
間
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
妓
初
叉
は
最
後
の
部
分
に
急
激
な
停

止
タ
ー
ン
を
探
川
す
る
の
は
而
白
い
事
で
あ
る
か
ら
そ
の
旗
の
配
列

法
を
記
述
し
て
見
や
う
。

第
ｍ
岡
に
於
て
は
こ
れ
花
示
し
た
も
の
で
Ｍ
Ｎ
は
二
つ
の
滑
走
痕
を

示
し
其
の
中
虹
は
普
迦
平
凡
な
ラ
ン
ナ
ー
の
ス
プ
ー
ル
を
現
し
Ｎ
は

優
秀
な
ラ
ン
ナ
ー
の
ス
プ
ー
ル
を
示
す
。

Ａ
は
ス
ロ
ー
プ
上
の
族
の
位
世
彪
示
し
伺
虚
の
勾
配
約
三
○
度
内
外

で
漸
次
勾
配
は
綾
と
な
り
冊
以
下
は
一
○
没
乃
至
一
五
度
位
と
す
。

Ｎ
は
Ｂ
鮎
の
迩
辿
後
ク
リ
ス
チ
ァ
ー
ー
ァ
を
行
ひ
速
力
を
脳
め
た
が
筒

停
止
す
る
に
至
ら
ざ
る
速
度
を
以
て
Ｃ
鮎
は
到
着
し
た
も
の
で
あ
る

Ⅲ
は
瓶
速
度
の
馬
に
冊
鮎
で
は
充
分
の
タ
ー
ン
を
行
ひ
得
赤
Ｏ
の
下

方
で
停
止
し
こ
の
黙
か
ら
Ｕ
黙
迄
登
行
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
旗
の
配
列
法
は
場
所
の
旗
狭
ス
ロ
ー
プ
の
緩
急
に
雁
じ

巧
に
こ
れ
を
利
川
し
て
ス
ロ
ー
プ
を
有
意
義
に
使
川
す
べ
き
で
あ
る

ラ
ン
ナ
ー
も
従
っ
て
日
附
の
練
評
は
こ
の
鮎
に
特
に
注
意
し
て
極

々
の
カ
ー
ブ
の
タ
ー
ン
及
そ
れ
蝶
を
緩
急
名
砿
の
ス
ロ
ー
プ
で
練
智

す
る
様
に
心
懸
く
べ
き
で
あ
る
。
尚
涯
隙
競
技
場
に
川
ひ
て
は
迩
備

で
は
な
い
が
森
林
、
小
河
、
屈
曲
し
た
蓮
路
等
は
個
人
の
練
誉
場
さ

し
て
は
甚
だ
良
好
な
場
所
で
あ
る
か
ら
常
に
こ
れ
等
を
澱
意
し
て
利

川
す
べ
き
で
あ
る
。
殊
更
森
林
中
の
洲
降
は
苓
人
の
タ
ー
ン
の
力
を

股
も
よ
く
試
す
雌
適
地
で
あ
る
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
役
員
は
ス
タ
ー
虫
！
、
タ
ー
ン
の
稀
判
者
。
斜

而
掛
、
記
鈍
掛
，
測
時
掛
の
五
部
分
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
。

ス
ク
ー
タ
ー
は
餅
叉
は
枕
で
斜
而
下
の
測
畔
柵
と
の
今
岡
に
よ
り
ラ

ン
ナ
ー
が
川
溌
川
意
の
出
来
た
の
を
兇
て
族
叉
は
溌
弛
で
ラ
ン
ナ
ー

を
ス
タ
ー
ト
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
タ
ー
ン
の
審
判
希
は
冬
旋
の
存

在
黙
の
内
側
に
名
々
一
名
宛
位
置
し
ラ
ン
ナ
ー
が
要
求
せ
ら
れ
た
タ

ー
ン
を
正
確
に
行
ふ
か
否
や
診
群
判
し
若
し
規
則
に
作
る
行
篤
あ
る

時
は
ラ
ン
ナ
ー
を
脚
ぴ
や
り
面
を
せ
し
め
る
か
棄
椛
せ
し
め
る
役
日

を
な
す
の
で
あ
る
。
斜
而
掛
は
ラ
ン
ナ
ー
が
傷
つ
け
た
コ
ー
ス
遊
附

に
修
理
す
る
役
目
で
あ
っ
て
記
録
掛
及
測
時
柵
は
ス
タ
ー
タ
ー
の
合

闘
を
見
誤
る
事
が
峻
々
あ
る
か
ら
常
に
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
二
個
準

備
し
て
繭
一
に
術
ふ
く
き
で
あ
る
。
以
上
の
掛
興
の
人
数
は
将
迩
は

ス
ク
ー
タ
ー
一
名
、
タ
ー
ン
の
群
判
者
は
族
の
数
だ
け
、
斜
而
掛
数

名
、
記
録
掛
測
時
掛
は
二
名
宛
位
を
用
ひ
て
ゐ
る
が
時
に
よ
り
そ
の

激
を
塀
加
す
る
事
も
あ
る
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
に
探
川
す
る
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
菰
菰
は
蒋
迩
Ｈ
本
に

於
て
は
現
今
迄
は
コ
ー
ス
か
洲
降
す
る
の
に
一
種
の
タ
ー
ン
の
み
を

使
川
す
る
ク
リ
ス
チ
ァ
ー
ー
ァ
ス
ラ
ロ
ー
ム
叉
は
テ
レ
マ
ー
ク
ス
ラ
ロ

ー
ム
を
採
用
し
て
を
つ
た
が
一
コ
ー
ス
の
滑
降
に
両
者
の
ス
ラ
ロ
ー

ム
を
採
用
す
る
場
合
も
叉
は
ラ
ン
ナ
ー
に
随
窓
な
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
行

は
し
め
て
タ
イ
ム
ぞ
測
る
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
後
粁
の
様

な
場
合
が
生
じ
て
来
る
言
ラ
ン
ナ
ー
ば
不
得
意
の
タ
ー
ン
の
競
走
も

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
る
か
ら
平
常
の
練
蕎
法
も
従
っ
て
幾
分
其
の

黙
に
努
力
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
叉
各
人
は
緯
同
一
の
タ
ー
ン
で
も

左
木
い
づ
れ
か
が
不
得
意
の
錫
合
が
多
い
か
ら
不
得
意
の
側
の
タ
ー

ン
の
練
秤
は
殊
更
必
要
で
あ
る
。

如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
は
タ
孔
ム
を
競
走
せ
し

め
る
以
上
ラ
ン
ナ
ー
は
航
倒
を
避
く
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
罫
の
性

賛
に
雁
じ
て
ス
キ
ー
の
準
臓
を
し
て
己
が
ス
キ
ー
の
滑
走
を
速
か
な

ら
し
め
る
等
の
那
柚
に
翻
意
す
べ
き
で
あ
あ
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
規
定
は
未
だ
外
団
に
も
公
表
さ
れ
た
も
の
を
見

ぬ
が
次
に
述
べ
る
が
如
き
場
合
を
生
じ
た
な
ら
ば
こ
れ
等
に
濁
し
特

別
に
規
定
が
設
け
ら
れ
た
場
合
の
外
は
こ
れ
を
催
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は

競
技
の
紺
行
花
禁
す
べ
き
も
の
ざ
思
ふ
。
今
そ
の
規
定
と
も
称
す
べ

き
も
の
を
架
ぐ
れ
ば
左
の
様
に
な
る
と
思
は
れ
る
。

て
シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
の
み
な
ら
ず
ロ
ン
グ
タ
ｉ
ン
も
常
に
緋
雷
す
る

様
に
心
懸
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
ン
グ
衣
１
ン
は
明
に
シ

ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
に
比
し
て
一
層
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
殊
更

テ
レ
グ
ラ
ム
の
如
き
は
高
速
度
に
を
け
る
前
足
の
急
激
な
交
換
の
練

習
こ
な
る
の
で
あ
っ
て
就
中
狭
長
な
場
所
で
の
テ
レ
グ
ラ
ム
の
練
蒋

法
は
擁
だ
右
効
の
も
の
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
Ⅲ
間
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
コ
ー
ス
の
選
定
の
二
法
を
示
し
た
も
の
で
あ

》
わ
。

×
は
旗
の
存
在
鮎
。

』
旨
昌
）
は
タ
ー
ン
が
短
少
な
ら
ず
長
大
な
ら
ざ
る
中
庸
を
得
た
一
般

の
ラ
ン
ナ
ー
が
普
通
タ
ー
ン
す
る
様
な
黙
に
旗
を
配
置
し
て
あ
る
場

合
。一
シ
易
○
昌
覗
は
最
も
合
理
的
に
雄
が
配
置
さ
れ
た
場
合
を
示
し
て

を
る
。
こ
の
内
』
旨
以
は
非
常
に
急
勾
配
の
ス
ロ
ー
プ
の
シ
ョ
ゥ

ト
タ
ー
ン
で
ラ
ン
ナ
ー
の
シ
ョ
ウ
ト
タ
ー
ン
を
な
し
う
る
力
を
競
走

せ
し
め
残
り
の
部
分
の
○
国
調
は
テ
レ
グ
ラ
ム
の
競
走
を
な
さ
し

む
る
の
で
あ
る
。
こ
の
旗
の
配
列
法
に
よ
る
と
シ
ョ
ウ
ト
ク
ー
ン
と

テ
レ
グ
ラ
ム
の
雨
者
の
競
走
を
一
度
に
行
ふ
事
を
得
る
の
で
あ
る
。

此
の
様
な
配
列
の
襲
合
に
は
優
秀
な
る
ラ
ン
ナ
ー
は
成
る
べ
く
コ
ー

ス
の
最
短
距
離
を
滑
降
す
る
偏
に
旗
に
浩
ふ
て
淵
降
す
る
事
と
な
る

の
で
あ
る
。
従
っ
て
商
速
度
に
タ
ー
ン
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
理
と
な

り
次
々
と
来
る
タ
ー
ン
に
封
し
其
の
間
々
に
充
分
な
準
備
萎
勢
が
典

廷

ザ
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ン
グ
競
技
規
定

－－

四
、
ラ
ン
ナ
ｉ
が
コ
ー
ス
淀
談
れ
る
場
合
ｃ

以
上
の
四
催
件
巾
第
一
の
惟
件
は
迩
粥
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
に
於
て
は

ラ
ン
ナ
・
Ｉ
に
杖
の
携
持
を
禁
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
多
く
は
こ
の
問

題
は
起
っ
て
来
ぬ
も
の
で
あ
る
。

一
、
間
定
ン
ヤ
ン
ッ
エ
の
建
設
。

一
一
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
の
統
一
Ｏ

前
蒋
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ビ
ン
グ
の
し
『
－
１
ド
を
右
意
義
な
ら
し
め
、
そ
し

て
之
に
椛
威
あ
ら
し
む
ろ
鯛
め
に
は
、
欠
く
可
ら
ざ
ろ
僚
件
で
あ
る
。
後
殺

の
ジ
ャ
ム
ビ
ン
ゲ
競
技
規
定
の
統
一
は
そ
の
必
要
な
ろ
郡
は
、
誕
曲
な
し
に

て
も
肌
な
る
歌
に
し
て
、
之
れ
な
く
し
て
は
、
其
の
レ
コ
ー
ド
に
於
て
も
何

の
椛
威
を
和
す
る
郡
能
は
す
、
而
も
そ
の
競
技
そ
の
も
の
に
於
て
も
、
少
し

も
意
義
窓
持
つ
事
が
出
来
ぬ
事
に
な
る
Ｏ
又
競
技
を
行
ふ
に
際
し
て
も
、
そ

の
不
便
な
ろ
郡
は
言
を
待
た
ぬ
と
も
肌
な
郡
で
あ
る
０

ー一一一

里

ス
キ
ー
を
は
い
て
之
に
興
味
を
蝿
え
た
者
が
、
そ
の
競
技
趣
味
に
於
て
行

き
荒
く
も
の
の
中
、
妓
商
で
あ
り
堆
維
で
あ
る
も
の
は
、
ジ
ャ
ム
ビ
ン
グ
で

あ
ら
う
と
恩
ば
れ
ろ
。

今
や
我
剛
に
於
て
も
、
此
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
も
樵
に
な
り
、
而
て

共
姪
に
就
て
の
研
究
も
か
な
り
進
ん
で
は
届
る
が
、
ま
だ
此
の
ス
キ
ー
ジ
ャ

ム
ピ
ン
グ
競
技
に
就
て
は
、
一
つ
も
統
一
が
さ
れ
て
勝
ら
ぬ
、
之
は
没
に
我

々
の
互
に
迩
憾
と
し
又
尚
擁
く
恩
ふ
所
で
あ
っ
た
。

而
て
其
の
統
一
の
蛾
も
基
礎
と
な
る
可
き
傑
作
は
次
の
こ
っ
て
あ
ら
う
と

恩
ほ
い
ろ
○

我
が
北
大
ス
キ
ー
部
に
於
て
も
、
こ
の
鮎
に
就
て
そ
の
変
現
悲
希
ひ
、
先

づ
第
一
峠
作
た
る
間
定
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
建
設
に
努
力
し
、
昨
年
そ
の
工
事
を

偽
し
、
今
年
は
そ
の
不
完
釜
な
ろ
黙
を
柿
ひ
、
と
に
か
く
完
全
な
問
定
シ
ャ

ン
ツ
ェ
を
作
つ
祇
の
で
あ
る
。
而
て
我
部
に
て
ほ
今
年
は
中
等
畢
校
競
技
に

於
て
は
、
ジ
ャ
ム
ピ
ン
ソ
を
第
一
と
せ
ん
と
望
む
に
常
り
、
又
昨
年
の
大
ｎ

本
ス
キ
ー
選
手
椛
大
含
脹
於
け
る
ジ
ャ
ム
ピ
ン
か
競
技
に
鑑
み
て
も
、
こ
の

上
望
む
所
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
ゲ
競
技
測
定
の
統
一
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
研
究
怨
進
む
る
率
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

此
庭
に
於
て
我
が
部
は
之
が
起
草
委
典
を
選
定
・
し
、
之
等
の
人
燕
に
鄭
ら

そ
の
研
究
起
草
を
脈
ひ
、
そ
の
完
成
す
る
に
及
び
、
ス
評
１
部
の
現
在
及
び

勝
来
に
通
川
す
る
も
の
と
し
て
之
が
採
朋
を
決
定
し
た
次
第
で
あ
る
。

勝
来
我
が
剛
に
於
け
る
ス
評
－
界
の
褒
韮
と
共
に
、
ス
キ
ー
界
の
統
一
は

俄
然
起
る
事
に
し
て
、
然
も
そ
の
第
一
催
件
と
し
て
、
ス
キ
ー
競
技
規
定
の

統
一
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Ｏ
私
共
は
そ
の
ス
キ
ー
競
技
規
定
の
重
嬰
規
定

の
一
つ
な
る
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ビ
ン
グ
競
技
規
定
恋
決
定
す
る
に
雷
り
、
或

は
之
が
婚
来
我
が
ｎ
本
ス
キ
ー
界
の
ス
キ
ー
競
技
規
定
の
統
一
に
際
し
、
参

考
に
な
ら
ぱ
と
、
敢
て
公
に
・
し
飛
次
錐
で
あ
る
。
薪
し
之
の
規
定
が
打
意
雑

な
ろ
を
将
ぱ
幸
で
あ
る
Ｏ

岸
疋

ｊ
Ｕ
鈍
刀

第
一
係
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
に
於
て
は
、
ジ
ャ
ム

パ
ァ
の
ス
タ
イ
ル
及
び
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
を
決
定
す
べ
き
も
の
と

す
。
第
二
峰
競
技
は
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
タ
ー
ト
鞄
切
る
こ
さ
に
於
て

開
始
せ
ら
れ
、
間
外
線
通
過
を
以
て
終
了
と
な
す
。
而
し
て
間
外
線

競
技
中
ラ
ン
ナ
ー
が
杖
を
使
川
し
た
場
合
。

競
技
中
ラ
ン
ナ
ー
が
族
を
倒
し
叉
は
族
に
手
を
脳
れ
た
る
場
合

ラ
ン
ナ
ー
は
タ
ー
ン
の
際
弧
倒
し
叉
は
身
体
を
支
え
る
目
的
で

雪
上
に
手
を
濁
れ
た
る
場
合
。

北
大
ス
キ
ー
部
ジ
ャ
ム
ピ

北
大
ス
キ
ー
部
第
一
一
一

、
圭
口

1３１

シ
ー
ズ
ン
主
任
本

１
１

六

を
含
む
鉛
悔
の
牢
而
を
完
全
に
通
過
す
ろ
を
以
て
、
燭
外
線
通
過
と

な
す
。第
三
係
出
潅
員
の
出
装
合
闘
は
、
競
技
開
始
の
指
令
と
な
す
。

第
四
係
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
タ
イ
ル
及
び
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
の

鮎
数
は
、
別
に
規
定
せ
し
と
こ
ろ
に
よ
り
て
、
奥
へ
ら
る
上
も
の
と

す
。
第
五
係
聴
倒
の
隙
並
び
に
五
米
以
下
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
に

は
．
距
離
の
得
鮎
な
き
も
の
と
す
。

第
六
係
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
は
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
端
に
於
け
る

ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
キ
ー
痕
の
中
央
よ
り
、
後
脚
ス
キ
ー
零
陸
狼
の
蛙

深
部
中
央
迄
を
計
測
せ
ら
る
上
も
の
と
す
。

●

第
七
催
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
順
位
は
、
競
技
開
始
前
に
抽
錘
に
よ
り

て
、
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
。

第
八
膝
ジ
ャ
ム
パ
ァ
は
必
ず
三
回
宛
、
競
技
を
な
す
べ
き
も
の

と
す
。第
九
係
名
ク
ラ
ス
の
ジ
ャ
ム
パ
ァ
は
、
各
ク
ラ
ス
に
よ
り
て
定

め
ら
れ
た
ろ
地
黙
よ
り
、
出
装
す
べ
き
も
の
さ
す
。

第
一
○
陳
蒋
陛
時
叉
は
滑
走
中
に
於
て
、
畔
部
を
埠
而
に
つ
け

叉
は
稗
倒
を
支
へ
ん
と
し
て
，
鱒
而
上
に
手
を
脳
れ
た
る
も
の
は
縛

倒
群
と
行
倣
し
、
間
外
線
迦
過
前
に
於
て
純
倒
せ
る
も
の
も
亦
刷
じ

第
二
催
ジ
ャ
ム
バ
ァ
の
名
競
披
鮎
似
の
和
の
三
分
の
一
を
以

て
、
名
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
平
均
得
鮎
と
な
す
。

,胆

ム
ロ

、
叩
く
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角
屋
全
握
の
冒
曽
一

○
鮎
数
の
見
出
し
方
、

距
離
の
熱
数
の
見
出
し
方
は
、
競
技
者
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
の

尺
度
の
列
を
職
に
、
欝
日
の
最
長
不
倒
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
尺
度
の
行
を

一

一

一一

報○きは○競○可○し○くる○○測○斜○
告斜も藩斜斜抜肌能飛、合し偏抽抽抽尺悶而計計
す而の陸而而の談の蕊斜間･に錐裁錨し外に測測
べのと斜員貝進合報端而員、貝員員、１１イｊｒ審帯
し修す而二行間告Iiこのの抽は及及之の置判判
Ｏ理Ｏに病・を貝をあ上内錐競ぴぴを報す員貝
終あのはは受る方一を抜合合ス（Iテベ凶
らり内か、け合、名行開間間タをき名
ばて一ろ飛て間下、ひ始員員イ符もの
、名も聖、員方は、前とルちの内

、

飛肋はの端｝川は０）出そには特てと、
蕊手、ざに護、辿護の競、判、す一
端をアす位黙一絡靴結披兼旦藩・名
のしう．ｏ註の競をＩこ采考任に痕は
合てロ す合抜と、ををす報の飛
脇斜ＩるＩ勘終る他ス呼ろ告雌蕊
員而チ合典るものタ集をす深端
にのに間に毎.の一イし以べ部に
競修あ貝報にと名ル、てきを
技理りの告諸すは審競原も決他
開をて合す方。飛判披則の定の
始な、剛べよ蕊貝順ととし三
のさ他にしり端に，iirすす．、名．
可しのよＯのに報を００而は
能む一り準位告決し薪
をべ名て術世すすて陸

第
一
二
隙
三
名
の
ス
タ
イ
ル
審
判
員
の
同
一
競
技
肴
に
鋤
す
る

平
均
得
鮎
の
和
の
三
分
の
一
を
以
て
、
競
技
決
定
成
維
鮎
と
な
す
。

第
一
三
像
決
定
成
絞
紬
の
最
商
な
る
も
の
を
以
て
優
勝
肴
と
な

す
。
第
一
四
像
縛
倒
の
際
に
於
け
る
、
ス
タ
イ
ル
の
得
黙
数
は
、
面

ち
に
競
技
系
数
た
る
も
の
な
り
。

第
一
流
峰
同
黙
の
ジ
ャ
ム
バ
ァ
ニ
名
以
上
あ
る
と
き
は
、
再
決

勝
を
行
ふ
く
き
も
の
さ
す
。
但
し
こ
の
内
街
、
の
最
長
不
倒
レ
コ
ー

ド
を
有
す
る
ジ
ャ
ム
バ
プ
あ
る
と
き
は
、
之
を
以
て
勝
者
ざ
な
す
。

節
一
六
像
ジ
ャ
ム
パ
ァ
に
不
正
行
馬
あ
り
た
る
さ
き
は
、
そ
の

ジ
ャ
ム
バ
ァ
並
び
に
之
が
所
脇
閣
体
は
退
場
を
命
ぜ
ら
る
入
も
の
と

す
。
第
一
七
像
競
技
委
員
を
次
の
如
く
定
む
。

審
判
長
一
名
、

群
判
員
八
名
、

内
、
ス
タ
イ
ル
審
判
員
三
名
、

計
測
審
判
員
四
名
、

間
外
審
判
員
一
名
、

合
冊
輿
二
橘
、

抽
溌
員
二
名
、

斜
而
員
二
橘
、
（
助
手
数
名
）

第
一
八
僚
塔
委
員
の
椛
限
は
次
の
如
く
定
む
。

ｚ
（
）
．
一
屠
曽
三
色

『
Ｉ

附
則

審
判
表
及
び
探
黙
方
法

○
群
判
表
と
は
、
ス
タ
イ
ル
恭
判
風
の
審
秀
の
結
果
を
記
入
す
べ
き

も
の
な
り
。

○
梼
判
表
の
形
式
は
次
の
如
く
進
む
。

］
二
｛
宿
の
冒
匡
一
二
一
韮
一

－

雑
亜
属
ｇ

一
一
一

一
一
一

一
一
一

璽
冒
言
‐
証
‐

｜
旨
ｇ
扇
一
幸
》
．
堵
ｏ
意
－
１

○
審
判
長
は
、
ジ
ャ
ム
プ
競
技
に
開
す
る
一
切
の
こ
と
に
棚
し
、
絶

封
の
椛
限
を
右
す
る
も
の
と
す
。

○
群
判
長
の
決
定
は
、
雌
終
に
し
て
抗
議
す
る
を
得
ず
。

ス
タ
イ
ル
帯
判
員

○
ス
タ
イ
ル
審
判
員
は
、
競
技
開
始
前
に
必
ず
打
合
せ
を
な
し
、
競

技
者
に
審
判
注
意
を
典
ふ
る
も
の
と
す
。

○
ス
タ
イ
ル
濡
判
員
は
、
一
同
の
ジ
ャ
ム
プ
に
封
し
、
ス
タ
イ
ル
を

審
査
し
そ
の
探
黙
と
、
計
測
審
判
員
の
報
併
に
よ
る
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ

距
離
と
、
そ
の
距
離
の
探
黙
と
を
、
別
に
定
め
ら
る
上
と
こ
ろ
の
蒋

判
表
に
記
入
す
べ
き
も
の
と
す
。

○
ス
タ
イ
ル
輔
判
蛍
は
、
ジ
ャ
ム
バ
ァ
の
全
動
作
の
兄
ゆ
る
個
所
に

位
置
す
べ
き
も
の
さ
す
。

○
ス
タ
イ
ル
の
審
査
は
、
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
て
よ
り

問
外
線
通
過
ま
で
を
含
む
も
の
に
し
て
、
特
に
次
の
観
察
を
な
す
を

要
す
雲
。ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
と
共
に
、
操
縦
及
び
適
常
な
体
の
姿
勢
に
封

す
る
安
定
に
し
て
、
正
確
な
ろ
ス
キ
ー
の
洲
走
萎
勢
。

○
ス
タ
イ
ル
及
び
距
離
の
鮎
数
は
、
小
数
錐
三
位
ま
で
以
下
四
捨
五

入
に
よ
る
も
の
と
す
。

間
外
恭
判
興

○
閥
外
審
判
風
は
、
競
技
粁
の
完
全
に
間
外
淵
走
の
右
無
を
認
定
し

之
を
計
測
圏
に
報
告
す
べ
き
も
の
と
す

一l－ｌ－
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平

縦
に
と
り
、
そ
の
交
黙
に
於
け
る
読
み
を
以
て
、
距
離
の
得
鮎
と
な

す
。
但
し
○
、
五
米
以
下
の
場
合
に
は
、
ジ
ャ
ム
プ
距
離
の
測
尺
表

の
次
の
数
字
と
の
中
間
値
を
と
り
、
最
長
不
例
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離

に
於
て
は
、
○
、
五
米
以
下
の
添
加
数
あ
る
時
は
、
之
を
四
捨
五
入

に
よ
る
も
の
と
な
す
。

不
倒
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
距
離
の
黙
数
は
、
術
に
一
○
○
黙
花
以
て
満

黙
と
な
す
。

○
ス
タ
イ
ル
の
探
黙
法
。

不
倒
の
際
の
ス
タ
イ
ル
を
分
ち
て
Ａ
、
Ｂ
、
じ
さ
な
す
。

Ａ
は
理
想
ス
タ
イ
ル
を
表
は
し
、
之
に
脇
す
る
ジ
ャ
ム
パ
ァ
に
は

距
離
の
熱
数
の
五
○
％
を
典
へ
ら
る
上
も
の
と
す
。
而
し
て
旧
の
場

合
に
於
て
は
、
距
離
の
紬
数
の
四
○
％
、
Ｃ
の
場
合
に
は
同
様
に
一
一
一

○
％
花
典
へ
ら
る
上
も
の
と
す
。

縛
倒
の
場
合
に
於
て
は
，
縛
倒
の
状
態
に
よ
り
ス
タ
イ
ル
を
分
ち

て
乳
、
ｈ
、
ｃ
、
と
な
す
。

換
言
す
れ
ば
、
ス
タ
イ
ル
ざ
ブ
ジ
・
イ
ン
ピ
ン
グ
肌
離
と
の
二
つ
の
群

盃
の
統
合
せ
ら
れ
た
結
果
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

幼
稚
な
る
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
の
進
歩
を
は
か
り
、
華
礎
を
問

く
築
き
、
椛
威
あ
る
競
抜
を
行
は
ん
と
せ
ん
に
は
、
こ
の
二
つ
の
像

件
は
必
ず
含
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
護
錘
研
究
程
度
の
幼
稚

な
る
時
代
に
於
て
は
、
距
離
を
主
眼
ぐ
）
せ
ら
る
上
よ
り
も
、
ス
タ
イ

ル
に
重
き
を
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
タ
イ
ム
や
、
レ
コ
ー
ド
の
み

を
早
め
た
り
、
延
ば
き
う
》
こ
し
た
偏
に
、
如
何
に
ｎ
本
の
他
の
迩
動

が
外
剛
の
夫
れ
よ
り
も
迦
れ
て
脈
た
る
か
は
、
Ｕ
に
蒋
狩
が
溶
易
に

拠
る
こ
と
の
川
来
る
覗
柄
で
あ
る
。

更
に
己
に
図
際
的
通
勤
の
一
つ
さ
し
て
ス
キ
ー
が
加
へ
ら
れ
た
る

今
日
に
於
て
、
少
く
と
も
剛
隙
的
を
標
梯
す
る
か
ら
に
は
、
剛
際
の

ル
！
ル
に
よ
っ
た
競
技
も
行
は
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

所
で
現
在
惟
界
の
ス
キ
ー
地
で
毎
年
行
は
れ
て
ゐ
る
刷
際
ス
キ
ー

競
技
大
含
さ
稲
せ
ら
る
上
も
の
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
開
か
ろ
上
ホ

ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン
グ
ー
ー
ケ
ン
さ
、
ス
ウ
ィ
ス
に
於
け
る
圃
際
ス
キ
ー

競
技
倉
の
二
つ
さ
見
ら
れ
る
。
こ
の
内
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
大
命
の
規
定

す
る
と
こ
ろ
は
、
雌
も
厳
密
に
、
し
か
も
科
鯉
的
な
研
究
に
よ
っ
て

作
り
上
け
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
ス
キ
ー
競
披
の
岐
南
椛
威
の
規

定
と
見
る
こ
さ
が
出
来
る
。
而
し
て
ス
ウ
ィ
ス
の
夫
れ
は
、
大
体
に

於
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
規
定
に
準
じ
て
、
作
成
せ
ら
れ
て
あ
る
か
の
如

言
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
の
護
達
の
雁
皮
の
有
無
に
開
る
と
こ

ろ
な
く
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
と
し
て
の
本
蛮
的
傑
件
の
必

規
定
の
内
容
に
付
い
て

起
欺
委
員

ス
タ
ー
ト
よ
り
ラ
ン
デ
ン
グ
ま
で
滑
走
を
完
全
に
紬
け
た
れ
一
ど
も

間
外
線
を
辿
過
せ
ず
、
こ
の
附
近
に
て
鱒
倒
を
招
け
る
場
合
に
は
、

ス
タ
イ
ル
を
表
は
す
に
ａ
を
以
て
し
、
不
倒
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
紬

数
の
堆
低
の
四
○
％
を
典
へ
ら
る
上
も
の
と
す
。

ｂ
に
て
表
は
さ
る
上
場
合
は
、
ジ
ャ
ム
バ
ァ
が
ラ
ン
デ
ン
グ
ま
で

動
作
を
先
成
せ
る
も
ラ
ン
デ
ン
グ
の
隙
に
一
寸
し
た
支
障
の
偏
に
卿

倒
せ
る
如
言
も
の
に
し
て
、
不
例
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
鮎
数
の
堆
低

の
一
一
一
○
％
を
典
へ
ら
ろ
上
も
の
と
す
。

ス
タ
ー
ト
の
常
初
よ
り
動
作
不
安
定
に
し
て
、
姿
勢
に
峡
陥
多
く

純
倒
せ
る
場
合
に
於
け
る
ス
タ
イ
ル
は
ぐ
を
以
て
表
は
し
、
不
例
ジ

ャ
ム
ピ
ン
グ
の
最
低
競
技
総
数
の
一
一
○
％
を
典
へ
ら
ゐ
上
も
の
と
す

三
回
と
も
鱒
倒
せ
る
場
合
に
於
て
は
、
常
日
の
最
低
不
倒
ジ
ャ
ム

ブ
の
競
技
紬
数
の
二
○
％
を
典
へ
ら
る
上
も
の
と
す
。

稗
倒
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
於
け
る
ス
タ
イ
ル
の
鮎
数
は
、
直
ち
に
競

技
黙
数
ｓ
な
る
も
の
な
り
。

而
し
て
来
券
シ
ャ
モ
ー
ー
ィ
に
於
て
開
催
せ
ら
る
る
、
剛
隙
ス
キ
ー

ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
を
兄
る
も
、
細
密
に
渡
る
規
定
の
綾
表
は

残
念
乍
ら
ま
だ
不
明
な
れ
ど
，
最
近
課
だ
の
手
に
入
れ
る
：
狗
一
）
（
）
一
一
孔

（
一
》
閏
一
・
Ｇ
．
》
》
を
見
る
に
球
に
、
参
加
請
人
数
と
か
、
審
判
の
メ
ン
パ

ァ
と
か
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
順
序
と
か
堂
主
と
し
て
記
載
あ
る
の
み
で

詳
細
は
記
し
て
な
い
様
で
あ
る
。
恐
ら
く
私
共
は
、
こ
の
大
倉
の
細

密
な
規
定
と
雌
も
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
規
定
に
準
じ
て
作
ら
れ
て
あ
る

も
の
で
、
夫
れ
以
上
に
除
分
な
と
こ
ろ
は
、
は
ぶ
か
れ
て
も
、
細
癖

に
は
な
っ
て
ゐ
ま
い
ざ
椎
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。
而
も
今
度
の
ウ
ン

ク
プ
ス
ホ
ー
ト
の
大
倉
は
、
始
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
に
加
へ

ら
る
入
も
の
で
あ
る
か
ら
、
或
は
除
り
の
邪
推
か
も
知
れ
ぬ
が
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
夫
の
如
く
完
全
し
て
ゐ
る
も
の
か
ど
う
か
と
多
少
あ
や

し
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

兎
に
角
私
共
は
少
く
と
も
、
現
在
に
於
て
ス
キ
ー
大
含
規
定
を
云

々
す
る
と
き
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
大
曾
規
定
に
規
準
を
置
か
ざ
る
を
得

な
い
。
而
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
大
命
規
定
に
規
準
を
縦
く
に
し
て
も
、
現

在
の
ｎ
本
で
は
、
前
ぐ
様
そ
の
ま
上
之
を
探
川
し
て
行
く
課
に
は
行

く
ま
い
と
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
例
へ
ば
そ
の
一
例
を
あ
け
ん
に
、

ノ
ル
ゥ
ヱ
Ｉ
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
で
は
、
鱒
倒
せ
ざ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ス
タ
イ
ル
の
審
査
紬
の
最
高
識
と
、
距
離
の

最
南
鮎
と
は
、
同
一
に
透
か
れ
て
あ
る
の
で
あ
烏
。
而
も
ス
タ
イ
ル

要
に
し
て
、
充
分
な
る
要
件
は
、
ス
タ
イ
ル
と
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
眺
離
の

ミ

融
合
に
よ
っ
て
生
れ
て
く
る
、
一
つ
の
純
和
淀
も
つ
こ
一
へ
）
で
あ
る
。
”
傘
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而
し
て
次
表
に
示
す
行
列
の
隔
劉
に
於
て
左
列
に
示
す
数
字
は
、
熱

数
の
差
を
表
し
、
右
列
に
示
す
数
字
は
、
そ
の
差
を
有
す
る
鮎
数
が

何
箇
あ
る
か
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。

の
堆
低
鮎
は
、
最
商
鮎
の
五
○
％
さ
せ
ら
れ
て
雁
る
も
の
で
、
ス
タ
イ

ル
は
む
し
ろ
優
っ
て
群
在
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
叉
、
稗
倒
せ
る
場
合
に
於
て
は
、
ス
タ
イ
ル
の
簸
商
紬
に

不
倒
の
場
合
の
最
揃
鮎
の
五
○
％
を
典
へ
妓
低
鮎
は
○
と
し
て
あ
る

ス
タ
イ
ル
及
び
距
離
の
馳
数
は
二
○
鮎
を
満
鮎
卜
し
て
、
雌
低
鮎
を

○
さ
し
て
あ
る
。

而
し
て
審
判
者
は
こ
の
限
界
に
於
て
、
距
離
の
場
合
に
は
、
蕊
め
規

定
し
て
あ
る
表
に
よ
っ
て
、
ス
タ
イ
ル
の
場
合
に
は
、
麓
め
定
め
ら

れ
て
あ
る
ノ
ル
マ
ル
の
形
さ
照
し
合
せ
て
、
之
に
稀
判
者
の
頑
感
に

よ
っ
て
熟
敷
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。

之
を
私
共
が
現
在
の
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
の
歌
態
に
あ

て
は
め
て
、
直
ぐ
様
探
川
す
る
と
せ
ん
か
、
そ
こ
に
少
か
ら
ぬ
支
障

を
衆
す
場
合
が
起
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
Ｍ
の
ジ
ャ
ム

プ
に
於
て
、
三
回
と
も
鱒
倒
し
た
る
ジ
ャ
ム
パ
ァ
が
、
一
回
乃
至
二

回
不
例
で
あ
り
し
ジ
ャ
ム
パ
ァ
よ
り
，
競
技
決
定
の
最
後
に
於
て
優

れ
た
る
地
位
に
遥
か
る
る
と
云
ふ
様
な
場
合
が
起
り
得
る
の
で
あ
る

而
し
て
是
は
何
れ
よ
り
巻
ふ
る
も
合
理
的
と
云
ふ
こ
さ
は
、
出
来
な

い
も
の
で
あ
る
。
斯
う
い
ふ
こ
と
の
な
い
様
に
ご
考
へ
て
規
定
せ
ら

れ
た
の
が
昨
年
の
休
協
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
規
定
で
あ
っ
た
。

一
体
私
共
が
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
を
行
ふ
に
常
り
、
ス
女
イ
ル
と

距
離
と
の
二
つ
の
審
盃
を
、
一
方
に
の
み
重
き
を
置
い
て
、
他
を
軽

税
す
る
と
云
ふ
こ
一
こ
は
、
少
く
と
も
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
。
亡
ン
ゲ
の
ス
ボ

き
、
（
一
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ｌ
‐
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．
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１３s

１
卜
的
本
焚
か
ら
云
っ
て
合
理
的
な
方
法
と
考
へ
ら
れ
な
い
。
然
し

現
在
の
護
達
の
状
態
、
及
び
焔
来
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
と
云
ふ

も
の
を
考
慮
す
る
と
き
若
し
も
現
在
の
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン

グ
の
賊
態
に
勝
て
は
ま
っ
て
，
不
合
理
の
生
ぜ
ざ
る
範
附
に
於
て
、

こ
の
二
つ
の
樵
盃
を
融
合
し
て
、
一
つ
の
結
果
を
生
む
こ
と
が
出
来

る
な
ら
、
好
郡
合
で
あ
ら
う
。
否
事
変
現
在
に
於
て
は
、
斯
く
せ
ね

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
鮎
に
於
て
、
大
日
本
体
育
協
含
の
昨
年
の
Ｒ
本
選
手
椎
に
於

て
制
定
せ
ら
れ
た
る
ジ
ャ
ム
ピ
ン
が
競
技
規
定
は
、
未
だ
改
良
を
要

す
る
と
忠
ふ
も
の
で
あ
る
。

私
共
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
キ
Ｉ
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
に
倣

っ
て
、
此
虚
に
北
大
ス
キ
ー
部
と
し
て
、
現
状
並
び
に
将
来
に
適
雁

す
ゐ
も
の
一
こ
し
て
、
前
述
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
技
規
定
の
草

案
を
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
私
共
は
、
現
在
の
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
の
競
技

状
態
を
老
ふ
る
と
き
、
切
に
ス
タ
イ
ル
の
審
査
の
必
要
を
知
る
も
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
と
て
除
り
ス
タ
イ
ル
を
重
大
脱
せ
る
鯛
に
起
る
樵

査
の
結
果
の
不
合
理
は
明
に
認
む
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
、
夫
れ

は
決
し
て
賞
む
く
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
此
庭
に
於
て
、
ス
タ
イ

ル
の
審
査
と
距
離
の
諜
査
と
に
起
る
不
合
理
の
な
い
よ
う
に
各
不
例

ジ
ャ
ム
プ
に
於
け
る
距
離
の
雄
商
黙
を
一
○
○
鮎
と
し
、
各
規
定
に

示
せ
る
表
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
不
倒
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
ス
タ
イ
ル
を
三
階
級
に
分
ち
て
、
Ａ

Ｂ
、
。
、
に
て
表
は
し
、
縛
倒
の
掛
合
に
は
ａ
、
ｈ
、
ｆ
に
て
表
は

す
こ
さ
一
こ
し
、
Ａ
の
場
合
は
理
想
ス
タ
イ
ル
を
示
す
も
の
に
し
て
、

一
回
の
ジ
ャ
ム
ブ
に
於
け
る
距
離
の
五
○
％
を
典
ふ
る
も
の
と
し
て

〃
の
場
合
に
は
同
様
に
四
○
％
、
心
の
場
合
に
は
、
三
○
％
を
典
へ
る

も
の
と
せ
り
。
更
に
縛
倒
の
場
合
の
凱
、
ｂ
、
ｃ
は
便
宜
上
次
の
様

な
場
合
を
考
へ
て
兄
た
の
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ト
よ
り
ラ
ン
デ
ン
グ
ま
で
完
全
に
滑
走
淀
続
け
る
こ
と
が

出
来
た
が
、
間
外
線
を
通
過
せ
す
、
こ
の
附
近
に
て
樽
倒
し
た
場
合

に
、
ス
タ
イ
ル
を
肌
に
て
あ
ら
は
し
、
ｈ
の
場
合
は
、
ラ
ン
デ
ン
グ

ま
で
動
作
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
，
そ
の
際
一
寸

し
た
支
障
の
偏
に
鱒
倒
し
た
様
な
場
合
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
ｒ
に
鵬
す
る
場
合
は
、
ス
タ
ー
ト
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
、
フ
ラ

イ
ト
、
ラ
ン
デ
ン
グ
の
凡
べ
て
の
動
作
に
峡
陥
あ
り
、
不
火
定
な
る

滑
走
に
あ
り
し
ジ
ャ
ム
パ
ァ
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
三
回
共
聴
倒
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
日
の
簸
代
不
例
ジ
ャ

ム
プ
競
技
紺
の
二
○
％
を
典
へ
る
こ
と
と
せ
り
。

表
の
使
川
法
は
、
規
定
の
附
則
に
あ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
之
に
閥

す
る
こ
さ
は
除
く
。

私
共
が
こ
の
度
草
案
し
た
こ
の
規
定
は
、
大
体
に
於
て
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
競
披
規
定
に
よ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
審

判
表
の
如
き
も
の
も
、
机
似
さ
見
る
こ
と
も
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
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羊
蹄
山

一
月
初
旬
夕
張
岳
，

ム
ィ
ネ
シ
リ
岳

芦
別
活
、
十
勝
岳

・
手
稽
山
（
奥
手
稽
岳
）

一
月
一
・
三
日

手
稲
山
、
奥
手
猫
岳

二
○
日

手
稲
川
、
奥
手
稲
岳
、
三
段
伽

二
七
円

・
北
大
ス
キ
ー
部
大
倉

二
月
一
一
一
日

札
樽
中
等
壌
核
ス
キ
ー
競
技
大
倉

九
日
’
一
○
日
橡
前
岳
、
漁
岳
、
空
沼
岳

一
○
日

手
稲
山

九
Ⅱ
’
一
○
円
朝
肌
編
、
白
井
侭

一
七
日

札
幌
番
、
裳
沼
儒
、
手
柄
川

二
四
日

天
狗
岳
、
奥
手
稲
岳

一
一
一
月
三
日

手
稲
山
、
砥
石
山

三
月
下
旬
約
一
迦
間
脊
川
温
泉
に
て
合
布
を
な
す
、

中
川
峠
，
余
市
舟

四
月
初
旬
羊
蹄
川
（
ア
イ
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
練
秤
）

漁
儒
、
溢
淵
厩

衿
塞
別
岳

四
月
中
旬
禰
狩
侭
、
大
蝉
川

ス
キ
ー
部
ス
キ
ー
納
含

筒
二
月
中
旬
に
三
角
山
の
北
大
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ヒ
ル
に
於
て

レ
コ
ー
ド
含
を
開
く
。

Ｉ
1４

一

一

ｋ

落
儲
罵
鴬
琴
弓
・
’
’
一
串
（
）
・
［
］
『
熟
｝
Ⅱ
‐
Ｉ
崖
・
『
（
｝
一
）

一
一
１
冒
隠
鞄
農
１
１
善
曽

室
Ｉ
§
窒
窪
窪
Ⅱ
１
号
認

〕
〕
．
（
』
．
一
｛
．
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
パ
ァ
さ
し
、
〆
・
〆
・
》
弓
．
弓
．
、
丙
．
承

を
三
名
の
帯
判
員
と
な
す
も
の
で
あ
る
。

表
中
・
…
：
．
：
…
・
…
の
部
分
に
は
、
迩
勝
小
種
を
沸
き
加
へ
る
の
で
あ

一
わ
○

］
一
二
二
一
）
（
．
｝
昌
一
・
芦
・
盲
．
に
は
ジ
ャ
ム
プ
距
離
の
鮎
数
を
記
入
し
、
旨
曽
一
海

に
は
、
ス
次
イ
ル
と
ジ
ャ
ム
プ
距
離
と
の
平
均
即
ち
競
技
鮎
数
を
表

は
し
、
冒
里
．
（
三
）
は
距
離
の
米
数
で
あ
る
。

旨
言
う
’
９
．
農
の
言
・
言
昌
）
の
数
字
は
、
三
川
の
ジ
ャ
ム
ブ
の
競
技

鮎
数
の
細
平
均
で
あ
る
。
而
し
て
火
定
成
祇
鮎
は
，
総
平
均
紬
の
和

を
審
判
者
蝋
に
て
除
し
て
求
む
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
結
果
よ
り
見
る
に
、
三
名
の
審
判
員
の
記
入
す
る
と

こ
ろ
の
距
離
の
黙
数
並
び
に
米
数
は
一
定
し
て
居
る
が
、
ス
タ
イ
ル

を
探
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斯
様
な
結
果
に
な
っ
て
来
て
届
る
の

で
あ
る
Ｏ

柾
無
報
抄
錐

北
海
道
楕
閲
大
畢
文
武
曾
ス
キ
ー
部

第
一
二
シ
Ｉ
ズ
ン
の
計
催
（
一
九
二
一
一
一
’
一
九
一
一
四
）

一
二
月
下
旬
青
山
温
泉
に
て
一
○
日
間
合
宿
を
な
す
、

積
丹
、
余
別
岳
・

目
剛
内
儒
、
砺
地
舟


